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(57)【要約】
【課題】
選別直径を容易に変更できるコインセレクタを提供する
。
【解決手段】
コインＣが所定直径よりも小さい場合に上端部側面ガイ
ド２０６に案内されずにコインＣがコイン通路１０３か
ら排除されるコインセレクタにおいて、上端部側面ガイ
ド２０６が、ガイドレール１０４のコイン案内面１８０
との間に第１の間隔ｄ１を有して配置された第１ガイド
部材６０６と、保持手段６４０に保持された第２のガイ
ド部材６２６と、により構成され、保持手段６４０が、
ガイドレール１０４のコイン案内面１８０との間に第１
の間隔ｄ１より小さい第２の間隔ｄ２を有する第１の位
置ＰＳ１およびコイン通路外の第２の位置ＰＳ２に、第
２ガイド部材６２６を選択的に配置可能な構成を有して
いることを特徴とする。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コイン（Ｃ）の厚みに対応する幅のコイン案内面（１８０）を有し、前記コインを下方
から案内するガイドレール（１０４）と、
　前記ガイドレール（１０４）の前記コイン案内面（１８０）にほぼ垂直な第１ガイド壁
（１１２）と、
　前記ガイドレール（１０４）を挟んで前記第１ガイド壁（１１２）に対してほぼ平行に
配置された第２ガイド壁（１３２）と、
　前記ガイドレール（１０４）の上方に配置され、前記ガイドレール（１０４）上を転動
する前記コイン（Ｃ）の上端部側面を案内する上端部側面ガイド（２０６）と、を備え、
　前記ガイドレール（１０４）、前記第１ガイド壁（１１２）および前記第２ガイド壁（
１３２）によりコイン通路（１０３）が画定され、前記コイン（Ｃ）が所定直径よりも小
さい場合に前記上端部側面ガイド（２０６）に案内されずに前記コイン（Ｃ）が前記コイ
ン通路（１０３）から排除されるコインセレクタにおいて、
　前記上端部側面ガイド（２０６）が、前記ガイドレール（１０４）の前記コイン案内面
（１８０）との間に第１の間隔（ｄ１）を有して配置された第１ガイド部材（６０６）と
、保持手段（６４０）に保持された第２のガイド部材（６２６）と、により構成され、
　前記保持手段（６４０）が、前記ガイドレール（１０４）の前記コイン案内面（１８０
）との間に前記第１の間隔（ｄ１）より小さい第２の間隔（ｄ２）を有する第１の位置（
ＰＳ１）および前記コイン通路（１０３）外の第２の位置（ＰＳ２）に、前記第２ガイド
部材（６２６）を選択的に配置可能な構成を有していることを特徴とするコインセレクタ
。
【請求項２】
　前記保持手段（６４０）が、前記第２ガイド部材（６２６）を支持する支持面（６４８
）を有する第１部分（６４２）と、前記支持面（６４８）にほぼ平行な方向に延びると共
に一端が前記第１部分（６４２）に接続された第２部分（６４４）と、前記支持面（６４
８）に対して所定の角度（θ）をなす方向に延びると共に一端が前記第２部分（６４４）
に接続された第３部分（６４６）と、を有しており、
　前記保持手段（６４０）が前記第２部分（６４４）を介して前記第１ガイド壁（１１２
）に固定されることにより、前記第２ガイド部材（６２６）が前記第１の位置（ＰＳ１）
に配置され、
　前記保持手段（６４０）が前記第３部分（６４６）を介して前記第１ガイド壁（１１２
）に固定されることにより、前記第２ガイド部材（６２６）が前記第２の位置（ＰＳ２）
に配置されることを特徴とする請求項１に記載のコインセレクタ。
【請求項３】
　前記第１ガイド壁（１１２）が背面から正面に達する開口（６６２）を有し、前記第２
ガイド部材（６２６）が前記開口（６６２）を介して前記第１および第２の位置（ＰＳ１
、ＰＳ２）の間を移動可能である請求項２に記載のコインセレクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投入されたコインを真正コインと偽コインに選別するコインセレクタに関す
る。詳しくはスロットマシン等の遊技機に好適に使用され、真正コインの直径が異なる場
合にも容易に対応できるコインセレクタに関する。
【０００２】
　なお、本明細書で使用する「コイン」とは、硬貨、円盤形のメダルおよびトークン等の
総称である。
【背景技術】
【０００３】
　一般に、パチスロと呼ばれるスロットマシンでは、直径の異なる複数種類のコイン、例
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えばφ２５ｍｍとφ３０．８ｍｍの２種類のコイン（以下、それぞれ小径コインおよび大
径コインという）が使用される。そのため、選別の基準となるコイン直径（以下、選別直
径という）を小径コイン用および大径コイン用に変更可能なコインセレクタが、従来より
各種提案されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、円弧通路を転動するコインの上縁をガイドするための溝をも
つ回転自在なローラを取り替え自在に配置した転動式のセレクタが開示されている。
【０００５】
　特許文献２には、スペーサーとフロントウォールを一緒に回動支点軸の廻りに上下反転
させて、コイン傾斜通路の開口幅を使用される正規なコインの直径変化に応じた寸法とし
て、広く又は狭く調整セットできるようにした遊技機用のコインセレクタが開示されてい
る。さらに、この特許文献２には、スペーサーとフロントウォールの数種類を本体シャー
シの表面へ、複数の固定ビスを介して着脱・交換自在に取り付けることにより、コイン傾
斜通路の開口幅を使用される正規なコインの直径変化に応じた寸法として、広く又は狭く
調整セットできるようにした遊技機用のコインセレクタが開示されている。
【０００６】
　特許文献３には、固定ビス受け入れ長孔に沿ってスペーサーとフロントウォールを進退
操作することにより、コイン傾斜通路の開口幅を使用される正規なコインの直径変化に応
じた寸法として、広く又は狭く調整セットできるようにした遊技機用のコインセレクタが
開示されている。
【０００７】
　特許文献４には、本体シャーシに対する取付軸の横軸線又は縦軸線廻りに、可動スペー
サーを１８０度だけ表裏反転操作することにより、その可動スペーサーの天井ガイドレー
ルとコイン傾斜通路の底面との上下相互間に区画されることとなるコイン傾斜通路の開口
幅を、可動スペーサーの表裏相互間において広狭変化させる遊技機用のコインセレクタが
開示されている。
【０００８】
　特許文献５には、ビス受け入れ長孔に沿ってコイン底ガイドスペーサーを昇降操作する
ことにより、コイン傾斜通路の開口幅を使用される正規なコインの直径変化に応じた寸法
として、広く又は狭く調整セットできるようにした遊技機用のコインセレクタが開示され
ている。
【０００９】
　特許文献６には、第１弧状部および第２弧状部によって弧状通路を構成するコインセレ
クタにおいて、半径の異なる第２弧状部を有する板状ガイドに交換して直径の異なるコイ
ンを用いるようにしたコインセレクタが開示されている。
【００１０】
　特許文献７には、複数のベース取り付け部をベースに設け、ゲージ装置に設けたゲージ
取り付け部を選択したベース取り付け部に嵌め込むことにより取り付けすることで、ガイ
ドレールと平行を保ったまま段階的にゲージ装置の位置調整ができるようにしたディスク
選別装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特許第３５０７８３９号公報（図３、段落番号０００８、００１８）
【特許文献２】特許第３５１１５１２号公報（図３、図２７、図４０、図４１、段落００
０６～００１１、段落番号００４９～００５０、段落番号０１０２～０１０３）
【特許文献３】特開２００２－２７２９０７号公報（図３、図２４、段落番号０００６～
０００９、段落番号００４８～００４９）
【特許文献４】特開２００２－２８２５２５号公報（図３、図２７、段落番号０００６～
０００８、段落番号００５０～００５２）
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【特許文献５】特開２００２－３１２８１８号公報（図３、図１８、段落番号０００６～
０００９、段落番号００６２～００６４）
【特許文献６】特開２００５－１９０２２７号公報（図３、図４、段落番号０００７、段
落番号００５０）
【特許文献７】特許第４３３３８３０号公報（図２、図６、段落番号００１９～００２２
、段落番号００４９～００５４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上記特許文献１、特許文献２および特許文献６のコインセレクタでは、部品の交換を伴
うため交換部品を確保、保管する必要があり、部品の紛失や管理の煩雑化を引き起こすと
いう問題がある。また、メーカに返却して部品の交換作業を実施する必要があり、選別直
径を容易に変更できないという問題がある。また、部品交換の作業は時間を要し、作業性
が低いという問題がある。
【００１３】
　上記特許文献２および特許文献４のコインセレクタでは、部品を上下反転または表裏反
転する必要から部品サイズが大きくなってしまい、コインセレクタが大型になるという問
題がある。
【００１４】
　上記特許文献３および特許文献５のコインセレクタでは、メーカに返却して位置調整を
実施する必要があり、選別直径を容易に変更できないという問題がある。また、調整作業
は時間を要し、作業性が低いという問題がある。
【００１５】
　上記特許文献６のディスク選別装置では、複数のベース取り付け部を設ける必要からベ
ースが大きくなり、コインセレクタが大型になるという問題がある。
【００１６】
　本発明は、上述した従来技術の問題を考慮してなされたものであり、その目的とすると
ころは、選別直径を容易に変更できるコインセレクタを提供することにある。
【００１７】
　本発明の他の目的は、選別直径を容易に変更でき、しかも、直径変更用の交換部品の確
保、保管が不要で、部品の紛失や管理の煩雑化が生じないコインセレクタを提供すること
にある。
【００１８】
　本発明の他の目的は、選別直径を容易に変更でき、しかも、小型化が可能なコインセレ
クタを提供することにある。
【００１９】
　本発明のさらに他の目的は、選別直径を容易に変更でき、その変更時の作業性が高いコ
インセレクタを提供することにある。
【００２０】
　ここに明記しない本発明の他の目的は、以下の説明および添付図面から明らかである。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　この目的を達成するため、本発明にかかるコインセレクタは以下のように構成される。
【００２２】
　（１）本発明のコインセレクタは、コインの厚みに対応する幅のコイン案内面を有し、
前記コインを下方から案内するガイドレールと、前記ガイドレールの前記コイン案内面に
ほぼ垂直な第１ガイド壁と、前記ガイドレールを挟んで前記第１ガイド壁に対してほぼ平
行に配置された第２ガイド壁と、前記ガイドレールの上方に配置され、前記ガイドレール
上を転動する前記コインの上端部側面を案内する上端部側面ガイドと、を備え、前記ガイ
ドレール、前記第１ガイド壁および前記第２ガイド壁によりコイン通路が画定され、前記
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コインが所定直径よりも小さい場合に前記上端部側面ガイドに案内されずに前記コインが
前記コイン通路から排除されるコインセレクタにおいて、前記上端部側面ガイドが、前記
ガイドレールの前記コイン案内面との間に第１の間隔を有して配置された第１ガイド部材
と、保持手段に保持された第２のガイド部材と、により構成され、前記保持手段が、前記
ガイドレールの前記コイン案内面との間に前記第１の間隔より小さい第２の間隔を有する
第１の位置および前記コイン通路外の第２の位置に、前記第２ガイド部材を選択的に配置
可能な構成を有していることを特徴とするコインセレクタである。
【００２３】
　本発明のコインセレクタでは、前記上端部側面ガイドが、前記ガイドレールの前記コイ
ン案内面との間に前記第１の間隔を有して配置された前記第１ガイド部材と、前記保持手
段に保持された前記第２のガイド部材と、により構成される。そして、前記保持手段が、
前記ガイドレールの前記コイン案内面との間に前記第１の間隔より小さい前記第２の間隔
を有する前記第１の位置および前記コイン通路外の前記第２の位置に、前記第２ガイド部
材を選択的に配置可能な構成を有している。そのため、前記第２ガイド部材を前記保持手
段により前記第１および第２の位置に選択的に配置すれば、前記第１および第２の間隔が
設定される。換言すれば、前記第２ガイド部材を前記第１および第２の位置の間を相互に
移動するだけで、前記第１および第２の間隔が設定される。したがって、選別直径を容易
に変更することが可能となる。
【００２４】
　また、部品の交換や調整を必要としないため、直径変更用の交換部品の確保、保管が不
要で、部品の紛失や管理の煩雑化が生じず、変更時の作業性が高い。
【００２５】
　さらに、前記第１および第２の位置は前記コイン通路の内外に位置するため、部品を上
下反転または表裏反転する必要もなく、小型化が可能である。
【００２６】
　（２）本発明のコインセレクタの好ましい例では、前記保持手段が、前記第２ガイド部
材を支持する支持面を有する第１部分と、前記支持面にほぼ平行な方向に延びると共に一
端が前記第１部分に接続された第２部分と、前記支持面に対して所定の角度をなす方向に
延びると共に一端が前記第２部分に接続された第３部分と、を有しており、前記保持手段
が前記第２部分を介して前記第１ガイド壁に固定されることにより、前記第２ガイド部材
が前記第１の位置に配置され、前記保持手段が前記第３部分を介して前記第１ガイド壁に
固定されることにより、前記第２ガイド部材が前記第２の位置に配置される。この場合、
固定する部分を前記第２および第３の部分のいずれかに変更するだけでよいので、選別直
径をより容易に変更できる利点がある。また、簡単な構成であるため、コストを抑制する
ことが可能となる。
【００２７】
　（３）本発明のコインセレクタの他の好ましい例では、前記第１ガイド壁が背面から正
面に達する開口を有し、前記第２ガイド部材が前記開口を介して前記第１および第２の位
置の間を移動可能である。この場合、記第１および第２の位置の間を移動する際に必要と
なる空間が小さくなり、より小型化が可能となる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明のコインセレクタでは、（ａ）選別直径を容易に変更できる、（ｂ）交換部品の
確保、保管が不要で、部品の紛失や管理の煩雑化が生じない（ｃ）小型化が可能である、
（ｄ）変更時の作業性が高い、といった効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施例のコインセレクタを示す正面斜視図である。
【図２】図１のコインセレクタの背面斜視図である。
【図３】図１のコインセレクタの正面図である。
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【図４】図１のコインセレクタの背面図である。
【図５】図１のコインセレクタの主要構成を示す分解斜視図である。
【図６】図１のコインセレクタの内部を示す、扉体を取り除いた状態の正面図である。
【図７】図１のコインセレクタの扉体を示す背面図である。
【図８】図１のコインセレクタのゲート手段を示す斜視図である。
【図９】図４のIX－IX線に沿った断面図である。
【図１０】図１のコインセレクタのリジェクト手段の動作を示す、リジェクト前の（Ａ）
は側面図、（Ｂ）は平面図である。
【図１１】図１のコインセレクタのリジェクト手段の動作を示す、リジェクト後の（Ａ）
は側面図、（Ｂ）は平面図である。
【図１２】図１のコインセレクタの選別直径変更手段を示す、小径コイン用に設定された
状態のコインセレクタ内部の斜視図である。
【図１３】図１２の状態のコインセレクタ内部の正面図である。
【図１４】図１３のXIV－XIV線に沿った断面図である。
【図１５】図１のコインセレクタの選別直径変更手段を示す、大径コイン用に設定された
状態のコインセレクタ内部の正面図である。
【図１６】図１５の状態のコインセレクタ内部の斜視図である。
【図１７】図１６のXVII－XVII線に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
【実施例】
【００３１】
　本発明の一実施例のコインセレクタ１００は、図１～図７に示すように、コインセレク
タ１００を構成する各種の部品が取り付けられた平面視コの字形の本体１０１と、本体１
０１に回動自在に支持された扉体１０２と、本体１０１および扉体１０２の間に形成され
たコイン通路１０３と、コイン通路１０３内でコインを下方から案内する第１ガイドレー
ル１０４と、コイン通路１０３を転動するコインの真偽を直径に基づいて選別するコイン
選別手段１０５と、コイン選別手段１０５により真正コインとして選別されたコインを受
入または排除するゲート手段１０６と、ゲート手段１０６を通過したコインを検知するコ
イン検知手段１０７と、コイン通路１０３内のコインを強制的に排除するリジェクト手段
１０８と、コイン選別手段１０４の選別直径を変更する選別直径変更手段１０９と、コイ
ンをコイン通路１０３内に受け入れるコイン入口１１０と、コイン通路１０３からコイン
を遊技機へ向けて排出するコイン出口１１１とを有している。
【００３２】
　（本体）
　本体１０１は、垂立する第１ガイド壁１１２、第１ガイド壁１１２の左右端部からそれ
ぞれ直角に折り曲げられた左側壁１１４および右側壁１１６を含み、第１ガイド壁１１２
、左側壁１１４および右側壁１１６によって垂立方向に延びる凹溝１１８が形成されてい
る。第１ガイド壁１１２の表面は、コイン案内面１１３として機能する（図６参照）。
【００３３】
　本体１０１の幅は３．５インチであり、所謂デフェクトスタンダードサイズと呼ばれる
寸法である。左側壁１１４および右側壁１１６には外向きに突出する４つの取り付け用突
起１２２が形成されており、これらの突起１２２を遊技機の取り付け溝（図示せず）に掛
け止めすることによりコインセレクタ１００を遊技機に取り付けられるようなっている。
【００３４】
　本体１０１の上端部には前面側に突出する突出部１２４が形成されており、突出部１２
４には左側に延びる扉体支持用支軸１２６が設けられている（図６参照）。また、右側壁
１１６にも左側に延びる扉体支持用支軸１２７が設けられ、これら２つの支軸１２６、１
２７は左上がりに傾斜する同一軸線Ｌ１上に形成されている。
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【００３５】
　（扉体）
　扉体１０２は、第１ガイド壁１１２と平行に配置される第２ガイド壁１３２と、第２ガ
イド壁１３２の周縁部から前面側に突出する扉体枠１３４とを有している。第２ガイド壁
１３２の第１ガイド壁１１２との対向面は、コイン案内面１３３として機能する。第２ガ
イド壁１３２の中央には、後述のコイン通路１０３に沿って弧状のコイン落下開口１３５
が形成されている。コイン落下開口１３５は、コイン通路１０３を転動するコインＣが小
径の偽コインである場合にそのコインＣを落下させるためのものである。
【００３６】
　扉体枠１３４は上側枠部１３６ａ、左側枠部１３６ｂ、下側枠部１３６ｃおよび右側枠
部１３６ｄにより構成され、右側枠部１３６ｄには右側外方に突出する枠支持部１３８が
形成されている。右側枠部１３６ｄおよび枠支持部１３８のそれぞれの外側面上部には、
同一軸線Ｌ１上に配置された軸受１４０、１４１がそれぞれ形成されている（図５参照）
。軸受１４０、１４１には本体１０１の支軸１２６、１２７がそれぞれ挿入され、扉体１
０２が本体１０１に回動自在に支持される。すなわち、図１０および図１１に示すように
、第１ガイド壁１１２に対し平行なガイド位置ＧＰと、下端部が第１ガイド壁１１２から
離れる所定角度回動したリジェクト位置ＲＰとの間を、扉体１０２が回動可能に取り付け
られる。
【００３７】
　本体１０１の右上端部には背面に突出する円筒１５２が形成され、その円筒１５２内に
掛止ピン１５３で固定されたスプリング１５４により付勢されるプッシャ１５６が配置さ
れる。プッシャ１５６は円筒１５２から扉体１０２側に突出して枠支持部１３８の右上端
部に形成された被動斜面１４２を押圧し、それにより軸受１４１の軸回りのモーメントが
生じ、扉体１０２が第１ガイド壁１１２に向かう所定力の付勢力を受ける。換言すれば、
扉体１０２には、第１ガイド壁１１２に近づくように弾性的な回動力が常時作用する。
【００３８】
　扉体１０２には、左側枠部１３６ｂから本体１０１側に突出し、第１ガイド壁１１２に
形成された貫通孔１２８を通って本体１０１の背面に突出する被動片１４４が設けられて
いる（図５参照）。後述するように、被動片１４４をリジェクト手段１０８により押すこ
とにより、扉体１０２が支軸１２６、１２７を支点に第１ガイド壁１１２から離れる方向
に回動され、リジェクト位置ＲＰへ移動可能である。
【００３９】
　（ガイドレール）
　図５および図７に示すように、第２ガイド壁１３２の背面（すなわち、第１ガイド壁１
１２との対向面）には、第１ガイド壁１１２側に突出する突部１６２が形成されると共に
、ガイドプレート１６４がネジ１６６により固定されている。突部１６２は斜め右下がり
（図７では斜め左下がり）に上端面１７２を有し、ガイドプレート１６６は斜め右下がり
（図７では斜め左下がり）の弧状の上端面１７４を有している。第１ガイド壁１１２には
、凹溝１１８内に突出し、かつ、右下がりに傾斜する上面１７６を有する板状突出部１６
８が形成されている。突部１６２の上端面１７２、ガイドプレート１６４の上端面１７４
および板状突出部１６８の上面１７６は、コインＣの厚みよりも僅かに大きい幅（換言す
れば、コインＣの厚みに対応した幅）を有し、連続して配置されている。これら上端面１
７２、１７４および上面１７６は、コインＣの外周面を下方から案内するコイン案内面１
８０として機能する。換言すれば、第２ガイド壁１３２の突部１６２、ガイドプレート１
６４および第１ガイド壁１１２の板状突出部１６８が第１ガイドレール１０４を構成して
いる。
【００４０】
　ガイドプレート１６４は耐摩耗性を有する材料、例えば、金属材料により形成されるの
が好ましい。価格を抑制しながら高い耐摩耗性を実現できるからである。
【００４１】
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　なお、第２ガイド壁１３２に突部１６２を形成せずに、ガイドプレート１６４と一体で
突部１６２を形成することも可能であるし、第１ガイドレール１０４の全体をガイドプレ
ート１６４で形成することもできる。
【００４２】
　（コイン通路）
　図６に示すように、本体１０１の凹溝１１８内には、第１ガイドレール１０４のコイン
案内面１８０にほぼ平行なコイン案内面２０４を有する第２ガイドレール２０２が配置さ
れている。
【００４３】
　コイン通路１０３は、第１ガイド壁１１２の表面のコイン案内面１１３、第２ガイド壁
１３２のコイン案内面１３３、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８０および第２
ガイドレール２０２のコイン案内面２０４で画定される。コイン通路１０３は、略矩形の
断面形状を有すると共に、図６に示すように、右方向に湾曲した平面形状を有している。
【００４４】
　第１ガイド壁１１２のコイン案内面１１３には、第１ガイドレール１０４のコイン案内
面１８０に沿って複数の突条１２９が形成されている。これらの突条１２９は、コイン入
口１１０から垂直に下降してから湾曲した後、右下方に向けて延在してコイン出口１１１
に達している。突条１２９は、コイン通路１０３を転動するコインＣの移動抵抗を低減す
る機能を有している。
【００４５】
　（コイン選別手段）
　コイン選別手段１０５は、コイン上端部側面ガイド２０６と逸らせ手段２１０とにより
構成され、コイン通路１０３を転動するコインＣを直径により選別し、小径の偽コインを
コイン通路１０３から排除する機能を有する。逸らせ手段２１０は、逸らせ体２１２と付
勢手段２１４とを含んでいる。
【００４６】
　コインＣの上端部側面を案内するコイン上端部側面ガイド２０６は、第２ガイドレール
２０２のコイン案内面２０４から垂直下方に延び、第１ガイドレール１０４のコイン案内
面１８０との間に所定の間隔を有している。この間隔は、選別対象のコイン（すなわち、
真正コイン）の直径に対応した寸法に設定される、例えば、真正コインの直径よりも僅か
に大きい値に設定される。
【００４７】
　逸らせ体２１２は、本体１０１の背面の上端部に配置された支軸２１６に回転自在に支
持され、第１ガイド壁１１２に形成された弧状開口１３０を通ってコイン通路１０３に進
退可能に取り付けられている。逸らせ体２１２は、板状であり、コイン通路１０３の曲率
に合わせて湾曲している。
【００４８】
　逸らせ体２１２の第１ガイド壁１１２の背面側には、付勢手段２１４としての錘体２１
８が取り付けられている。そのため、逸らせ体２１２には、支軸２１６を支点として、図
５の紙面手前側に向かう方向に所定のモーメントが作用する。これにより、通常、逸らせ
体２１２は所定のモーメントでコイン通路１０３に突出する。
【００４９】
　逸らせ体２１２は、コイン通路１０３を転動するコインＣの上端側面を第２ガイド壁１
３２側に押すことができるように、コイン通路１０３内において第２ガイドレール２０２
に近接して配置されている。また、逸らせ体２１２の先端はコイン通路１０３に対し傾斜
しているので、逸らせ体２１２がコイン通路１０３内に位置する場合、コイン入口１１０
から投入されたコインＣは横方向に案内され、コイン通路１０６から押し出される力を受
ける。
【００５０】
　コイン通路１０３に導入されたコインＣが真正コインである場合、第１ガイドレール１
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０４に沿って転動するコインＣは、その上端部側面をコイン上端部側面ガイド２０６によ
って案内されるので、逸らせ体２１２に押されてもそのままコイン通路１０３を移動する
。他方、コインＣが小径の偽コインである場合、その上端部側面はコイン上端部側面ガイ
ド２０６に案内されないので、逸らせ体２１２に押されると第２ガイド壁１３２側に倒さ
れてコイン落下開口１３５から落下する。
【００５１】
　付勢手段２１４は、逸らせ体２１２に付勢力を与えればよいので、錘体２１８に代えて
スプリングを用いることができる。しかし、錘体２１８を用いた場合、個々のバラツキが
小さく品質が安定するので好ましい。
【００５２】
　（ゲート手段）
　ゲート手段１０６は、コインセレクタ１００が装着される遊技機の制御部（図示せず）
により、コインＣの受入を許可または拒否するよう作動が制御される。すなわち、遊技機
がコインＣの受入を許可する場合（受入許可状態の場合）にはコインＣを通過させ、コイ
ンの受入を拒否する場合（受入拒否状態の場合）にはコインＣをコイン通路１０３から排
除するように、ゲート手段１０６が作動する。
【００５３】
　図２、図４、図８および図９に示すように、ゲート手段１０６は、本体１０１の背面、
換言すれば、第１ガイド壁１１２の背面に配置され、ゲート３０２および揺動レバ３０４
を含んでいる。
【００５４】
　ゲート３０２は、ほぼ三角柱の外形状を有し、平面視Ｌ字形の揺動レバ３０４の先端に
設けられている。そして、ゲート３０２および揺動レバ３０４の全体が平面視Ｌ字の形状
を有している。揺動レバ３０４の基端は、支軸３０６に回動自在に支持された回動部３０
８の円柱状外周面に接続されている。回動部３０８の底部の偏心位置には円柱状の係止部
３１０が形成されている。ゲート３０２、揺動レバ３０４、回動部２０８および係止部３
１０は一体で形成され、それらの全体が支軸３０６の回りを回動可能である。なお、必要
に応じて、ゲート３０２、揺動レバ３０４、回動部２０８および係止部３１０の一部また
は全部を個別に作製して組み立てることも可能である。しかし、寸法精度およびコストの
観点から一体で形成されることが好ましい。
【００５５】
　図４および図９に示すように、揺動レバ３０４を支持する支軸３０６は、コイン通路１
０３の第１ガイド壁１１２側において、第１ガイド壁１１２にほぼ平行に配置され、かつ
、コイン通路１０３を転動するコインＣの進行方向ＤＲに対してほぼ垂直に配置される。
換言すれば、コイン通路１０３に対し所定の距離ずれて支軸３０６が配置される。支軸３
０６は、コイン通路１０３の延在線に対して正面視垂直方向に配置される。また、支軸３
０６は、ゲート３０２よりもコイン通路１０３の下流側に配置される。換言すれば、支軸
３０６は、ゲート３０２よりもコイン通路１０３の出口１１１側に配置される。
【００５６】
　図６および図９に示すように、ゲート３０２は、第１ガイドレール１０４を構成する板
状突部１６８上において、第１ガイド壁１１２に形成された貫通孔１３１を通って出没自
在である。換言すれば、ゲート３０２は、コイン通路１０３に突出する位置Ｐ２と、コイ
ン通路１０３から退出した位置Ｐ１に変位可能である。ゲート３０２は、板状突部１６８
（すなわち、第１ガイドレール１０４）に隣接して配置される。換言すれば、ゲート３０
２は、コイン通路１０３に突出した状態で、コイン通路１０３を転動するコインＣの下端
部周縁に接触可能な位置に配置される。
【００５７】
　ゲート３０２が突出位置Ｐ２に位置する場合、コイン通路１０３を転動するコインＣは
ゲート３０２に接触して進行を阻まれてコイン通路１０３から排除される。ゲート３０２
が退避位置Ｐ１に位置する場合、コイン通路１０３を転動するコインＣはそのままゲート
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手段１０６を通過してコイン出口１１１を介して遊技機内に受け入れられる。換言すれば
、ゲート３０２は、コイン排除位置として機能する突出位置Ｐ２と、コイン受入位置とし
て機能する退出位置Ｐ１との間を変位可能である。
【００５８】
　図８および図９に示すように、ゲート３０２は、コイン通路１０３に突出した場合にコ
イン通路１０３を横断し、かつ、コインＣの進行方向（換言すれば、コイン通路１０３の
延在方向）ＤＲと対向する斜面３０３を有している。すなわち、コイン通路１０３の延在
方向ＤＲに垂直な垂直面を鉛直軸線の回りに所定角度回転した面からなる斜面３０３を有
し、鉛直軸の上方から見て垂直面から斜面３０３に向かう角度が鋭角をなす。そのため、
ゲート３０２に接触したコインＣは、その斜面３０３に沿った方向に逸らされてコイン通
路１０３から速やかに排除される。斜面３０３とコインＣの進行方向に対する傾斜角度は
、コインＣを排除する能力がより高まるように適宜設定される。斜面３０３としては平面
または湾曲面が適宜選択される。湾曲面は、例えば、突出位置Ｐ２においてコイン通路１
０３側に突出する凸型湾曲面である。
【００５９】
　ゲート３０２は、軽量化および高い耐久性を実現するため、耐摩耗性を有するフッ素樹
脂により形成され、好ましくは、ポリテトラフルオロエチレンにより形成される。低コス
トで軽量化と高い耐久性とを同時に実現できるからである。
【００６０】
　図４および図８に示すように、係止部３１０は、第１ガイド壁１１２の背面においてそ
の背面に平行に摺動可能に配置されたスライド部材３１２の係止溝３１４に係止されてい
る。スライド部材３１２は支軸３０６に垂直な方向に延びるほぼ直方体の外形状を有し、
係止溝３１４はスライド部材３１２の一端に設けられた２つの突起部３１３ａ、３１３ｂ
の間に形成されている。スライド部材３１２の他端には、支軸３０６に平行な方向に延び
る被動片３１８が設けられている。
【００６１】
　第１ガイド壁１１２の背面に配置された駆動手段３２０は、アーマチャ３２４を有する
ソレノイド３２２である。ソレノイド３２２は、ネジ３３４によって枠体３３２に固定さ
れている。アーマチャ３２４の先端はスライド部材３１２の被動片３１８に接続されてい
る。アーマチャ３２４は、被動片３１８およびソレノイド３２２の間に配置されたスプリ
ング３２６により、アーマチャ３２４が突出する方向に、換言すれば、被動片３１８がソ
レノイド３２２から遠ざかる方向に付勢されている。スプリング３２６の付勢力は、スラ
イド部材３１２、係止部３１９および回動部３０８を介して揺動レバ３０２に伝わり、揺
動レバ３０４を図９の反時計方向に回動させ、ゲート３０２をコイン通路１０３に突出さ
せる方向に作用する。
【００６２】
　（コイン検知手段）
　図６に示すように、コイン検知手段１０７は、コイン通路１０３のコイン出口１１１近
傍に配置され、ゲート３０２に排除されることなくゲート手段１０６を通過したコインＣ
を検知する。コイン検知手段１０７は、透過型光電センサ、反射型光電センサ、磁気セン
サおよび接触センサ等使用することができ、複数配置することが好ましい。検知信号の出
力順等を判別することにより、外部から挿入した不正用器具挿入による不正を判別できる
からである。また、異なる方式のセンサを用いた場合、不正を行うには異なるセンサに対
応して誤検知を生じるよう行わねばならないため、不正を一層困難にする利点がある。
【００６３】
　ここでは、コイン検知手段１０７は、コイン通路１０３の上流側に配置された透過型光
電式の第１コインセンサ４０２と、それより下流側に配置された磁気式の第２コインセン
サ４０４とを含んでいる。第１コインセンサ４０２は、コイン通路１０３を挟んで投光部
と受光部とが配置されている。第２コインセンサ４０４は、コイン通路１０３を挟んでコ
イルが配置されている。第１および第２のコインセンサ４０２、４０４はセンサ保持体４
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０６（図５参照）を介して本体１０１に取り付けられている。
【００６４】
　（リジェクト手段）
　リジェクト手段１０８は、コイン通路１０３においてジャムしたコインＣをコイン通路
１０３から排除する機能を有する。リジェクト手段１０８は、第１ガイド壁１１２に隣接
して伸び、かつ、ピボット軸である支軸２１６に軸受（図示せず）が回動自在に取り付け
られた板状の被動レバ５０４と、被動レバ５０４から下方へ伸びる押動レバ５０６とから
なり、扉体１０２をリジェクト位置ＲＰへ移動させる機能を有する。
【００６５】
　被動レバ５０４は、押動レバ５０６の下端部を扉体１０２の被動片１４４の先端に相対
させながら、通常は自己モーメントにより図１０（Ａ）において時計方向へ回動される。
その状態で、図１０（Ｂ）に示すように、係止部５０５の端面が本体１０１の背面に係止
され、図１０に示すように、扉体１０２がほぼ垂立状態のガイド位置ＧＰに保持される。
【００６６】
　コインＣがコイン通路１０３においてジャムして転動しなくなった場合、遊技機の返却
レバ(図示せず)が操作される。その場合、被動レバ５０４の端部が押し下げられ、図１０
（Ａ）において反時計方向へ回動され、図１１（Ｂ）の状態まで回動される。これにより
、押動レバ５０６が被動片１４４を押動するので、図１１に示すように、扉体１０２が回
動されてリジェクト位置ＲＰに位置する。この状態では、ガイドプレート１６４が第１ガ
イド壁１１２からコインＣの厚み以上離れ、コイン通路１０３において転動出来なくなっ
たコインＣは第１ガイドレール１０４から落下する。そして、落下したコインＣは、凹溝
１１８内のリジェクト通路５０８を垂直方向へ落下してリジェクトされる。
【００６７】
　（選別直径変更手段）
　図１２～図１７に示すように、選別直径変更手段１０９は、上端部側面ガイド２０６を
構成する第１ガイド部材６０６および第２ガイド部材６２２と、第２ガイド部材６２２の
保持手段として機能する保持体６４０とを含んでいる。選別直径変更手段１０９は、コイ
ン選別手段１０５における選別直径を小径コイン用または大径コイン用（例えば、φ２５
ｍｍまたはφ３０．８ｍｍ）に設定変更する機能を有する。
【００６８】
　第１ガイド部材６０６は、平板状であり、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８
０に沿って形成された下端面６０８を有し、その下端面６０８が第１ガイドレール１０４
のコイン案内面１８０から所定の第１の間隔ｄ１を有するように配置される（図１７）。
第１ガイド部材６０６が大径コインの上端部側面を案内することができるように、第１の
間隔は大径コインの選別直径よりも僅かに小さい寸法に設定されている。第１ガイド部材
６０６は、第１ガイド壁１１２から第２ガイド壁１３２側に突出し、かつ、第１ガイドレ
ール１０４に対向して設けられた支持部６０２に固定されている。
【００６９】
　支持部６０２の下面は、大径コインに対応するコイン案内面６０４であり、第１ガイド
レール１０４のコイン案内面１８０に沿って形成されている。コイン案内面６０４は第１
ガイドレール１０４のコイン案内面１８０から所定の間隔を有して配置され、選別直径が
大径コイン用に設定された場合に支持部６０２が第２ガイドレール２０２として機能する
。なお、支持部６０２は第１ガイド側壁１１２と一体で形成されているが、別体で形成さ
れた支持部６０２を第１ガイド側壁１１２に取り付けた構成とすることも可能である。
【００７０】
　第２ガイド部材６２６は、平板状であり、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８
０に沿って形成された下端面６２８を有し、への字形の断面形状を有する保持体６４０に
ネジ（図示せず）により固定されている。図１２～図１４は、選別直径が小径コインに設
定された場合であり、この状態において、第２ガイド部材６２６の下端面６２８は、第１
ガイドレール１０４のコイン案内面１８０から所定の第２の距離ｄ２を有するように配置
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される（図１４）。
【００７１】
　保持体６４０は、第２ガイド部材６２２を支持する支持面６４８を有する第１部分６４
２と、第１部分６４２の支持面６４８にほぼ平行な方向に延びると共に一端が第１部分６
４２に接続された第２部分６４４と、第１部分６４２の支持面６４８に対して所定の角度
をなす方向に延びると共に一端が第２部分６４４に接続された第３部分６４６と、を有し
ている。第１、第２および第３の部分６４２、６４４、６４６は、一体に形成されている
。なお、第１、第２および第３の部分６４２、６４４、６４６を別体として形成すること
もできるが、寸法精度およびコストの観点から一体で形成することが好ましい。
【００７２】
　第１部分６４２の先端には、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８０に対向する
支持部６２２が形成されている。支持部６２２の下面は、小径コインに対応するコイン案
内面６２４であり、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８０に沿って形成されてい
る。コイン案内面６２４は第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８０から所定の間隔
を有して配置され、選別直径が小径コイン用に設定された場合に支持部６２２が第２ガイ
ドレール２０２として機能する。
【００７３】
　第３部分６４６は、第２部分６４４（換言すれば、支持面６４８）に対して所定角度θ
で傾斜している（図１４参照）。第２部分６４４および第３部分６４６には、ネジ挿入孔
６５２、６５４がそれぞれ形成されている（図４参照）。
【００７４】
　第１ガイド壁１１２の背面には、ネジ挿入孔６５２、６５４のそれぞれに対応する位置
にネジ穴（図示せず）を有する台座６８２が設けられている。保持体６４０は、ネジ挿入
孔６５２、６５４のいずれか一方を使用して、対応する台座６８２のネジ穴にネジ６６０
を挿入して固定される（図４、図１４および図１７参照）。
【００７５】
　第１ガイド壁１１２には背面から正面に達する開口６６２が形成され、保持体６４０に
支持された第２ガイド部材６２６が開口６６２を通ってコイン通路１０３内に出没可能で
ある。換言すれば、第２ガイド部材６２６は、開口６６２を通ってコイン通路１０３の内
外に移動可能である。
【００７６】
　ネジ挿入孔６５２にネジ６６０が挿入され、保持体６４０が第２部分６４４を介して台
座６２８に固定された場合、図１２～図１４に示すように、第２ガイド部材６２６が第１
ガイドレール１０４と第１ガイド部材６０６の間に配置される。換言すれば、第２ガイド
部材６２６は第１ガイドレール１０２から第１の間隔ｄ１を有する第１の位置ＰＳ１に配
置される。さらに換言すれば、第２ガイド部材６２６はコイン通路１０３に配置される。
そのため、第２ガイド部材６２６がコインＣの上端部側面を案内するガイドとして機能し
、選別直径が小径コイン用に設定される。
【００７７】
　ネジ挿入孔６５４にネジ６６０が挿入され、保持体６４０が第３部分６４６を介して台
座６２８に固定された場合、図１５～図１７に示すように、第２ガイド部材６２６が第１
ガイドレール１０４と第１ガイド部材６０６の間から排除される。換言すれば、第２ガイ
ド壁６２６はコイン通路１０３外の第２の位置ＰＳ２に配置される。そして、第１ガイド
壁６０２および支持部６０２がコイン通路１０３に配置される。そのため、第１ガイド部
材６０６がコインＣの上端部側面を案内するガイドとして機能し、選別直径が大径コイン
用に設定される。
【００７８】
　第２ガイド部材６２６の上端面６２９には平面視三角形状の位置合わせ凸部６７２が形
成され、第１ガイド部材６０２の下端面６０８には平面視三角形形状の位置合わせ凹部６
７４が形成されている。位置合わせ凸部６７２および位置合わせ凹部６７４は、互いに噛



(13) JP 2012-160088 A 2012.8.23

10

20

30

40

50

み合い可能となる位置に配置され、かつ、形状を有している。第２ガイド部材６２６が第
１の位置ＰＳ１に配置された場合に、位置合わせ凸部６７２および位置合わせ凹部６７４
が噛み合うことにより、第２ガイド部材６２６が自動的に位置決めされる。
【００７９】
　（コインセレクタの動作）
　遊技機が受入拒否状態の時、ソレノイド３２２が消磁され、アーマチャ３２４はスプリ
ング３２６の付勢力により突出されている。これにより、揺動レバ３０４が図９の反時計
方向に回動され、ゲート３０２は突出位置Ｐ２の位置に保持される。
【００８０】
　コイン入口１１０にコインＣが投入され、かつ、そのコインＣが真正コインである場合
、コインＣは第１ガイド壁１１２、第２ガイド壁１３２、第１ガイドレール１０４および
第２ガイドレール２０２のそれぞれのコイン案内面１１３、１３３、１８０、２０４に案
内されながらコイン通路１０３を転動する。この時、コインＣの上端部側面はコイン上端
部側面ガイド２０６によって案内され、コインＣの下端部側面は第２ガイド壁１３２のコ
イン案内面１３３に案内される。そのため、コイン選別手段１０５の逸らせ体２１２から
横方向に押す力が作用しても、そのままコイン通路１０３を転動してゲート手段１０６に
達する。
【００８１】
　こうしてゲート手段１０６に達したコインＣは突出位置Ｐ２に位置するゲート３０２に
接触し、コインＣの下端部周縁がゲート３０２の斜面３０３に沿って逸らされる。この際
、コインＣに上向きの力が作用してゲート３０２を乗り越えようとしても、第２ガイドレ
ール２０２のコイン案内面２０４がコインＣの上方への移動量を規制する。その結果、コ
インＣは下端部周縁側から徐々に外側に向かう力が作用してコイン通路１０３の外部に排
除され、リジェクト通路５０８に落下する。
【００８２】
　コイン入口１１０に投入されたコインＣが小径の偽コインである場合、第１ガイドレー
ル１０４上を転動したコインＣは、コイン選別手段１０５においてコイン上端部側面ガイ
ド２０６に案内されず、逸らせ体２１２の横方向から押す力によりコイン落下開口１３５
からコイン通路１０３外に押し出され、リジェクト通路５０８に落下する。
【００８３】
　コイン入口１１０に投入されたコインＣが大径の偽コインである場合、第１ガイドレー
ル１０４および第２ガイドレール２０２の間に挟まり、コイン通路１０３を転動できない
。この場合、リジェクト手段１０８が適用され、コインＣが排除される。すなわち、遊技
機の返却レバの操作により被動レバ５０４が図１０（Ａ）の反時計方向に回動され、図１
１（Ａ）の位置へ回動される。これにより、押動レバ５０６の下端は被動片１４４を押動
し、扉体１０２を軸線Ｌ１回りに回動させてリジェクト位置ＲＰへ回動させる（図１１（
Ａ）および（Ｂ）参照）。その結果、扉体１０２のガイドプレート１６４と本体１０１の
コイン案内面１１３との間にはコインＣの厚み以上の間隔が形成され、動けなくなったコ
インＣが第１ガイドレール１０４からリジェクト通路５０８に落下する。
【００８４】
　遊技機が受入許可状態の時、ソレノイド３２２が励磁され、アーマチャ３２４はスプリ
ング３２６の付勢力に抗してソレノイド３２２側に移動している。そのため、揺動レバ３
０４が図９の時計方向に回動され、ゲート３０２は退避位置Ｐ１の位置に保持される。
【００８５】
　この状態でコイン入口からコインＣが投入され、かつ、そのコインＣが真正コインであ
る場合、受入拒否状態の時と同様に、コインＣは第１ガイドレール１０４上を転動してコ
イン選別手段１０５で排除されることなくゲート手段１０６に達する。そして、コインＣ
はゲート３０２で排除されることなくゲート手段１０６を通過し、コイン検知手段１０７
で通過を検知された後、コイン出口１１１を介して遊技機に受け入れられる。
【００８６】
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　コイン検知手段１０７では、コインＣが第１コインセンサ４０２の透過光を遮断するの
で第１コインセンサ４０２が検知信号を出力し、直後に第２コインセンサ４０４が金属製
のコインＣを検知して検知信号を出力する。これら検知信号は、真正コインの数量カウン
ト等に用いられる。
【００８７】
　コイン入口１１０に投入されたコインＣが小径の偽コインである場合や大径の偽コイン
である場合は、受入拒否状態の時と同様であるため、ここではその説明を省略する。
【００８８】
　遊技機が受入許可状態から受入拒否状態に変更された時、ソレノイド３２２が励磁状態
から消磁状態に変化する。これにより、スプリング３２６の付勢力によって揺動レバ３０
４が図９の反時計方向に回動され、ゲート３０２が退避位置Ｐ１から突出位置Ｐ２に変位
する。特に、コインＣがコイン入口１１０に連続的に投入されている状態で、受入許可状
態から受入拒否状態に変更された場合、コイン通路１０３には転動中のコインＣが存在す
ることになるので、ゲート手段１０６には高い応答速度が要求される。
【００８９】
　この実施例のコインセレクタ１００では、ゲート３０２が退避位置（すなわち、コイン
受入位置）Ｐ１から突出位置（すなわち、コイン排除位置）Ｐ２へ変位する際に、ゲート
３０２がコイン通路１０３を転動中のコインＣと接触すると、ゲート３０２にはコインＣ
の進行方向に向かう力が作用する。ゲート３０２は回動可能に支持された揺動レバ３０４
の先端に設けられているので、ゲート３０２に作用する力は揺動レバ３０４を回動させる
。揺動レバの３０４を支持する支軸３０６はゲート３０２よりもコインＣの進行方向下流
側に設けられるので、この場合にはゲート３０２を突出させる方向に揺動レバ３０４が回
動する。すなわち、転動中のコインＣの周面がゲート３０２の斜面３０３に衝突した場合
、ゲート３０２は偏心位置に力を受けるので、その偏心側に回動される。図９において反
時計方向に回動され、コイン通路１０３に突出するようストッパによって停止されるまで
回動される。したがって、コインＣの転動速度に比例した力がゲート３０２を突出させる
方向に作用する。そのため、ゲート３０２がゲート３０２が退避位置（すなわち、コイン
受入位置）Ｐ１から突出位置（すなわち、コイン排除位置）へ変位する時間が短縮され、
コイン排除動作の応答速度が十分に速くなり、ゲート手段１０６としての信頼性が向上す
る。
【００９０】
　また、揺動レバ３０４の先端にゲート３０２を設けるという簡単な構成であるため、小
型化が可能となり、ゲート３０２の耐久性を高めるために耐摩耗性を有する材料を使用し
てもコストアップを十分に抑制できる。すなわち、コストを抑制しながら、耐久性を高め
ることができる。
【００９１】
　（選別直径の変更方法）
　選別直径を小径コイン用に設定する場合、図４、図１２～図１４に示すように、第２ガ
イド部材６２６は、ネジ挿入孔６５２に挿入されたネジ６６０により、保持体６４０の第
２部分６４４および台座６８２を介して第１ガイド壁１１２の背面に固定される。そのた
め、保持体６４０が開口６６２を通って第１ガイド壁１１２の背面から正面に延在し、第
２ガイド部材６２６および保持体６４０の支持部６０２がコイン通路１０３内に配置され
る。すなわち、第２ガイド部材６２６が第１の位置ＰＳ１に配置され、選別直径が小径コ
イン用に設定される。
【００９２】
　第２ガイド部材６２６を第１の位置ＰＳ１に配置する際、第２ガイド部材６２６の位置
合わせ凸部６７２を第１ガイド部材６０６の位置合わせ凹部６７４に噛み合せながら、保
持体６４０が第１ガイド壁１１２の背面に固定される。したがって、第２ガイド部材６２
６は、第１ガイド部材６０６に対して自動的に位置決めされる。換言すれば、第２ガイド
部材６２６は、第１ガイド部材６０６を介して、第１ガイド壁１１２に対して自動的に位
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置決めされる。そのため、第２ガイド部材６２６の位置合わせを容易かつ高精度に行うこ
とができる。
【００９３】
　選別直径を大径コイン用に設定する場合、図１５～図１７に示すように、第２ガイド部
材６２６は、ネジ挿入孔６５４に挿入されたネジ６６０により、保持体６４０の第３部分
６４６および台座６８２を介して第１ガイド壁１１２の背面に固定される。そのため、保
持体６４０が開口６６２を通って第１ガイド壁１１２の正面から背面に移動し、第２ガイ
ド部材６２６および保持体６４０の支持部６０２がコイン通路１０３から退出され、コイ
ン通路１０３外に配置される。すなわち、第２ガイド部材６２６が第２の位置ＰＳ２に配
置され、選別直径が大径コイン用に設定される。
【００９４】
　第１ガイド壁１１２に固定される部分を第２部分６４４から第３部分６４６に変更する
際、図１４および図１７に示すように、保持体６４０による下方へのスライド移動と背面
側への回転移動がなされ、第２ガイド部材６２６が開口６６２を通って第１ガイド壁１１
２の背面側に収納される。そのため、簡単な操作で選別直径の変更が可能であり、部品の
交換も必要としない。しかも、スライド移動および回転移動が組み合されたことにより、
第２ガイド部材６２６の移動に必要な空間が小さく、スペースの利用効率が高く小型化が
可能である。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明は、パチスロ等のスロットマシンを一例とするコインを使用する遊技機、両替機
、自動販売機、券売機などのコイン処理装置との組み合わせで好適に利用できる。
【符号の説明】
【００９６】
Ｃ　コイン
ＧＰ　ガイド位置
ＲＰ　リジェクト位置
Ｌ１　軸線
Ｐ１　退避位置（コイン受入位置）
Ｐ２　突出位置（コイン排除位置）
ＰＳ１　第１の位置
ＰＳ２　第２の位置
１００　コインセレクタ
１０１　本体
１０２　扉体
１０３　コイン通路
１０４　第１ガイドレール
１０５　コイン選別手段
１０６　ゲート手段
１０７　コイン検知手段
１０８　リジェクト手段
１０９　選別直径変更手段
１１０　コイン入口
１１１　コイン出口
１１２　第１ガイド壁
１１３　第１ガイド壁のコイン案内面
１１４　左側壁
１１６　右側壁
１１８　凹溝
１２２　取り付け用突起
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１２４　突出部
１２６、１２７　扉体支持用支軸
１２８　貫通孔
１２９　突条
１３０　弧状開口
１３１　貫通孔
１３２　第２ガイド壁
１３３　第２ガイド壁のコイン案内面
１３４　扉体枠
１３５　コイン落下開口
１３６ａ　上側枠部
１３６ｂ　左側枠部
１３６ｃ　下側枠部
１３６ｄ　右側枠部
１３８　枠支持部
１４０、１４１　軸受
１４２　被動斜面
１４４　被動片
１５２　円筒
１５３　掛止ピン
１５４　スプリング
１５６　プッシャ
１６２　第２ガイド壁の突部
１６４　ガイドプレート
１６６　ネジ
１６８　第１ガイド壁の板状突部
１７２、１７４　上端面
１７６　上面
１８０　第１ガイドレールのコイン案内面
２０２　第２ガイドレール
２０４　第２ガイドレールのコイン案内面
２０６　コイン上端部側面ガイド
２１０　逸らせ手段
２１２　逸らせ体
２１４　付勢手段
２１６　支軸
２１８　錘体
３０２　ゲート
３０３　ゲートの斜面
３０４　揺動レバ
３０６　支軸
３０８　回動部
３１０　係止部
３１２　スライド部材
３１３ａ、３１３ｂ　突起部
３１４　係止溝
３１６、３１７　突起
３１８　被動片
３２０　駆動手段
３２２　ソレノイド
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３２４　アーマチャ
３２６　スプリング
３３２　枠体
３３４　ネジ
４０２　第１コインセンサ
４０４　第２コインセンサ
４０６　センサ支持体
５０４　被動レバ
５０６　押動レバ
５０８　リジェクト通路
６０２　支持部
６０４　支持部のコイン案内面
６０６　第１ガイド部材
６０８　第１ガイド部材の下端面
６２２　支持部
６２４　支持部のコイン案内面
６２６　第２ガイド部材
６２８　第２ガイド部材の下端面
６２９　第２ガイド部材の上端面
６４０　保持体
６４２　保持体の第１部分
６４４　保持体の第２部分
６４６　保持体の第３部分
６４８　支持面
６５２、６５４　ネジ挿入孔
６６０　ネジ
６６２　開口
６７２　位置合わせ凸部
６７４　位置合わせ凹部
６８２　台座
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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月26日(2013.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コインの厚みに対応する幅のコイン案内面を有し、前記コインを下方から案内するガイ
ドレールと、
　前記ガイドレールの前記コイン案内面にほぼ垂直な第１ガイド壁と、
　前記ガイドレールを挟んで前記第１ガイド壁に対してほぼ平行に配置された第２ガイド
壁と、
　前記ガイドレールの上方に配置され、前記ガイドレール上を転動する前記コインの上端
部側面を案内する上端部側面ガイドと、を備え、
　前記ガイドレール、前記第１ガイド壁および前記第２ガイド壁によりコイン通路が画定
され、前記コインが所定直径よりも小さい場合に前記上端部側面ガイドに案内されずに前
記コインが前記コイン通路から排除されるコインセレクタにおいて、
　前記上端部側面ガイドが、前記ガイドレールの前記コイン案内面との間に第１の間隔を
有して配置された第１ガイド部材と、保持手段に保持された第２のガイド部材と、により
構成され、
　前記保持手段が、前記ガイドレールの前記コイン案内面との間に前記第１の間隔より小
さい第２の間隔を有する第１の位置および前記コイン通路外の第２の位置に、前記第２ガ
イド部材を選択的に配置可能な構成を有していることを特徴とするコインセレクタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】コインセレクタ
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投入されたコインを真正コインと偽コインに選別するコインセレクタに関す
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る。詳しくはスロットマシン等の遊技機に好適に使用され、真正コインの直径が異なる場
合にも容易に対応できるコインセレクタに関する。
【０００２】
　なお、本明細書で使用する「コイン」とは、硬貨、円盤形のメダルおよびトークン等の
総称である。
【背景技術】
【０００３】
　一般に、パチスロと呼ばれるスロットマシンでは、直径の異なる複数種類のコイン、例
えばφ２５ｍｍとφ３０．８ｍｍの２種類のコイン（以下、それぞれ小径コインおよび大
径コインという）が使用される。そのため、選別の基準となるコイン直径（以下、選別直
径という）を小径コイン用および大径コイン用に変更可能なコインセレクタが、従来より
各種提案されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、円弧通路を転動するコインの上縁をガイドするための溝をも
つ回転自在なローラを取り替え自在に配置した転動式のセレクタが開示されている。
【０００５】
　特許文献２には、スペーサーとフロントウォールを一緒に回動支点軸の廻りに上下反転
させて、コイン傾斜通路の開口幅を使用される正規なコインの直径変化に応じた寸法とし
て、広く又は狭く調整セットできるようにした遊技機用のコインセレクタが開示されてい
る。さらに、この特許文献２には、スペーサーとフロントウォールの数種類を本体シャー
シの表面へ、複数の固定ビスを介して着脱・交換自在に取り付けることにより、コイン傾
斜通路の開口幅を使用される正規なコインの直径変化に応じた寸法として、広く又は狭く
調整セットできるようにした遊技機用のコインセレクタが開示されている。
【０００６】
　特許文献３には、固定ビス受け入れ長孔に沿ってスペーサーとフロントウォールを進退
操作することにより、コイン傾斜通路の開口幅を使用される正規なコインの直径変化に応
じた寸法として、広く又は狭く調整セットできるようにした遊技機用のコインセレクタが
開示されている。
【０００７】
　特許文献４には、本体シャーシに対する取付軸の横軸線又は縦軸線廻りに、可動スペー
サーを１８０度だけ表裏反転操作することにより、その可動スペーサーの天井ガイドレー
ルとコイン傾斜通路の底面との上下相互間に区画されることとなるコイン傾斜通路の開口
幅を、可動スペーサーの表裏相互間において広狭変化させる遊技機用のコインセレクタが
開示されている。
【０００８】
　特許文献５には、ビス受け入れ長孔に沿ってコイン底ガイドスペーサーを昇降操作する
ことにより、コイン傾斜通路の開口幅を使用される正規なコインの直径変化に応じた寸法
として、広く又は狭く調整セットできるようにした遊技機用のコインセレクタが開示され
ている。
【０００９】
　特許文献６には、第１弧状部および第２弧状部によって弧状通路を構成するコインセレ
クタにおいて、半径の異なる第２弧状部を有する板状ガイドに交換して直径の異なるコイ
ンを用いるようにしたコインセレクタが開示されている。
【００１０】
　特許文献７には、複数のベース取り付け部をベースに設け、ゲージ装置に設けたゲージ
取り付け部を選択したベース取り付け部に嵌め込むことにより取り付けすることで、ガイ
ドレールと平行を保ったまま段階的にゲージ装置の位置調整ができるようにしたディスク
選別装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【００１１】
【特許文献１】特許第３５０７８３９号公報（図３、段落番号０００８、００１８）
【特許文献２】特許第３５１１５１２号公報（図３、図２７、図４０、図４１、段落００
０６～００１１、段落番号００４９～００５０、段落番号０１０２～０１０３）
【特許文献３】特開２００２－２７２９０７号公報（図３、図２４、段落番号０００６～
０００９、段落番号００４８～００４９）
【特許文献４】特開２００２－２８２５２５号公報（図３、図２７、段落番号０００６～
０００８、段落番号００５０～００５２）
【特許文献５】特開２００２－３１２８１８号公報（図３、図１８、段落番号０００６～
０００９、段落番号００６２～００６４）
【特許文献６】特開２００５－１９０２２７号公報（図３、図４、段落番号０００７、段
落番号００５０）
【特許文献７】特許第４３３３８３０号公報（図２、図６、段落番号００１９～００２２
、段落番号００４９～００５４）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　上記特許文献１、特許文献２および特許文献６のコインセレクタでは、部品の交換を伴
うため交換部品を確保、保管する必要があり、部品の紛失や管理の煩雑化を引き起こすと
いう問題がある。また、メーカに返却して部品の交換作業を実施する必要があり、選別直
径を容易に変更できないという問題がある。また、部品交換の作業は時間を要し、作業性
が低いという問題がある。
【００１３】
　上記特許文献２および特許文献４のコインセレクタでは、部品を上下反転または表裏反
転する必要から部品サイズが大きくなってしまい、コインセレクタが大型になるという問
題がある。
【００１４】
　上記特許文献３および特許文献５のコインセレクタでは、メーカに返却して位置調整を
実施する必要があり、選別直径を容易に変更できないという問題がある。また、調整作業
は時間を要し、作業性が低いという問題がある。
【００１５】
　上記特許文献６のディスク選別装置では、複数のベース取り付け部を設ける必要からベ
ースが大きくなり、コインセレクタが大型になるという問題がある。
【００１６】
　本発明は、上述した従来技術の問題を考慮してなされたものであり、その目的とすると
ころは、選別直径を容易に変更できるコインセレクタを提供することにある。
【００１７】
　本発明の他の目的は、選別直径を容易に変更でき、しかも、直径変更用の交換部品の確
保、保管が不要で、部品の紛失や管理の煩雑化が生じないコインセレクタを提供すること
にある。
【００１８】
　本発明の他の目的は、選別直径を容易に変更でき、しかも、小型化が可能なコインセレ
クタを提供することにある。
【００１９】
　本発明のさらに他の目的は、選別直径を容易に変更でき、その変更時の作業性が高いコ
インセレクタを提供することにある。
【００２０】
　ここに明記しない本発明の他の目的は、以下の説明および添付図面から明らかである。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
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　この目的を達成するため、本発明にかかるコインセレクタは以下のように構成される。
【００２２】
　（１）本発明のコインセレクタは、コインの厚みに対応する幅のコイン案内面を有し、
前記コインを下方から案内するガイドレールと、前記ガイドレールの前記コイン案内面に
ほぼ垂直な第１ガイド壁と、前記ガイドレールを挟んで前記第１ガイド壁に対してほぼ平
行に配置された第２ガイド壁と、前記ガイドレールの上方に配置され、前記ガイドレール
上を転動する前記コインの上端部側面を案内する上端部側面ガイドと、を備え、前記ガイ
ドレール、前記第１ガイド壁および前記第２ガイド壁によりコイン通路が画定され、前記
コインが所定直径よりも小さい場合に前記上端部側面ガイドに案内されずに前記コインが
前記コイン通路から排除されるコインセレクタにおいて、前記上端部側面ガイドが、前記
ガイドレールの前記コイン案内面との間に第１の間隔を有して配置された第１ガイド部材
と、保持手段に保持された第２のガイド部材と、により構成され、前記保持手段が、前記
ガイドレールの前記コイン案内面との間に前記第１の間隔より小さい第２の間隔を有する
第１の位置および前記コイン通路外の第２の位置に、前記第２ガイド部材を選択的に配置
可能な構成を有していることを特徴とするコインセレクタである。
【００２３】
　本発明のコインセレクタでは、前記上端部側面ガイドが、前記ガイドレールの前記コイ
ン案内面との間に前記第１の間隔を有して配置された前記第１ガイド部材と、前記保持手
段に保持された前記第２のガイド部材と、により構成される。そして、前記保持手段が、
前記ガイドレールの前記コイン案内面との間に前記第１の間隔より小さい前記第２の間隔
を有する前記第１の位置および前記コイン通路外の前記第２の位置に、前記第２ガイド部
材を選択的に配置可能な構成を有している。そのため、前記第２ガイド部材を前記保持手
段により前記第１および第２の位置に選択的に配置すれば、前記第１および第２の間隔が
設定される。換言すれば、前記第２ガイド部材を前記第１および第２の位置の間を相互に
移動するだけで、前記第１および第２の間隔が設定される。したがって、選別直径を容易
に変更することが可能となる。
【００２４】
　また、部品の交換や調整を必要としないため、直径変更用の交換部品の確保、保管が不
要で、部品の紛失や管理の煩雑化が生じず、変更時の作業性が高い。
【００２５】
　さらに、前記第１および第２の位置は前記コイン通路の内外に位置するため、部品を上
下反転または表裏反転する必要もなく、小型化が可能である。
【００２６】
　（２）本発明のコインセレクタの好ましい例では、前記保持手段が、前記第２ガイド部
材を支持する支持面を有する第１部分と、前記支持面にほぼ平行な方向に延びると共に一
端が前記第１部分に接続された第２部分と、前記支持面に対して所定の角度をなす方向に
延びると共に一端が前記第２部分に接続された第３部分と、を有しており、前記保持手段
が前記第２部分を介して前記第１ガイド壁に固定されることにより、前記第２ガイド部材
が前記第１の位置に配置され、前記保持手段が前記第３部分を介して前記第１ガイド壁に
固定されることにより、前記第２ガイド部材が前記第２の位置に配置される。この場合、
固定する部分を前記第２および第３の部分のいずれかに変更するだけでよいので、選別直
径をより容易に変更できる利点がある。また、簡単な構成であるため、コストを抑制する
ことが可能となる。
【００２７】
　（３）本発明のコインセレクタの他の好ましい例では、前記第１ガイド壁が背面から正
面に達する開口を有し、前記第２ガイド部材が前記開口を介して前記第１および第２の位
置の間を移動可能である。この場合、記第１および第２の位置の間を移動する際に必要と
なる空間が小さくなり、より小型化が可能となる。
【発明の効果】
【００２８】
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　本発明のコインセレクタでは、（ａ）選別直径を容易に変更できる、（ｂ）交換部品の
確保、保管が不要で、部品の紛失や管理の煩雑化が生じない（ｃ）小型化が可能である、
（ｄ）変更時の作業性が高い、といった効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の一実施例のコインセレクタを示す正面斜視図である。
【図２】図１のコインセレクタの背面斜視図である。
【図３】図１のコインセレクタの正面図である。
【図４】図１のコインセレクタの背面図である。
【図５】図１のコインセレクタの主要構成を示す分解斜視図である。
【図６】図１のコインセレクタの内部を示す、扉体を取り除いた状態の正面図である。
【図７】図１のコインセレクタの扉体を示す背面図である。
【図８】図１のコインセレクタのゲート手段を示す斜視図である。
【図９】図４のIX－IX線に沿った断面図である。
【図１０】図１のコインセレクタのリジェクト手段の動作を示す、リジェクト前の（Ａ）
は側面図、（Ｂ）は平面図である。
【図１１】図１のコインセレクタのリジェクト手段の動作を示す、リジェクト後の（Ａ）
は側面図、（Ｂ）は平面図である。
【図１２】図１のコインセレクタの選別直径変更手段を示す、小径コイン用に設定された
状態のコインセレクタ内部の斜視図である。
【図１３】図１２の状態のコインセレクタ内部の正面図である。
【図１４】図１３のXIV－XIV線に沿った断面図である。
【図１５】図１のコインセレクタの選別直径変更手段を示す、大径コイン用に設定された
状態のコインセレクタ内部の正面図である。
【図１６】図１５の状態のコインセレクタ内部の斜視図である。
【図１７】図１６のXVII－XVII線に沿った断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
【実施例】
【００３１】
　本発明の一実施例のコインセレクタ１００は、図１～図７に示すように、コインセレク
タ１００を構成する各種の部品が取り付けられた平面視コの字形の本体１０１と、本体１
０１に回動自在に支持された扉体１０２と、本体１０１および扉体１０２の間に形成され
たコイン通路１０３と、コイン通路１０３内でコインを下方から案内する第１ガイドレー
ル１０４と、コイン通路１０３を転動するコインの真偽を直径に基づいて選別するコイン
選別手段１０５と、コイン選別手段１０５により真正コインとして選別されたコインを受
入または排除するゲート手段１０６と、ゲート手段１０６を通過したコインを検知するコ
イン検知手段１０７と、コイン通路１０３内のコインを強制的に排除するリジェクト手段
１０８と、コイン選別手段１０５の選別直径を変更する選別直径変更手段１０９と、コイ
ンをコイン通路１０３内に受け入れるコイン入口１１０と、コイン通路１０３からコイン
を遊技機へ向けて排出するコイン出口１１１とを有している。
【００３２】
　（本体）
　本体１０１は、垂立する第１ガイド壁１１２、第１ガイド壁１１２の左右端部からそれ
ぞれ直角に折り曲げられた左側壁１１４および右側壁１１６を含み、第１ガイド壁１１２
、左側壁１１４および右側壁１１６によって垂立方向に延びる凹溝１１８が形成されてい
る。第１ガイド壁１１２の表面は、コイン案内面１１３として機能する（図６参照）。
【００３３】
　本体１０１の幅は３．５インチであり、所謂デフェクトスタンダードサイズと呼ばれる



(6) JP 2012-160088 A5 2014.1.16

寸法である。左側壁１１４および右側壁１１６には外向きに突出する４つの取り付け用突
起１２２が形成されており、これらの突起１２２を遊技機の取り付け溝（図示せず）に掛
け止めすることによりコインセレクタ１００を遊技機に取り付けられるようなっている。
【００３４】
　本体１０１の上端部には前面側に突出する突出部１２４が形成されており、突出部１２
４には左側に延びる扉体支持用支軸１２６が設けられている（図６参照）。また、右側壁
１１６にも左側に延びる扉体支持用支軸１２７が設けられ、これら２つの支軸１２６、１
２７は左上がりに傾斜する同一軸線Ｌ１上に形成されている。
【００３５】
　（扉体）
　扉体１０２は、第１ガイド壁１１２と平行に配置される第２ガイド壁１３２と、第２ガ
イド壁１３２の周縁部から前面側に突出する扉体枠１３４とを有している。第２ガイド壁
１３２の第１ガイド壁１１２との対向面は、コイン案内面１３３として機能する。第２ガ
イド壁１３２の中央には、後述のコイン通路１０３に沿って弧状のコイン落下開口１３５
が形成されている。コイン落下開口１３５は、コイン通路１０３を転動するコインＣが小
径の偽コインである場合にそのコインＣを落下させるためのものである。
【００３６】
　扉体枠１３４は上側枠部１３６ａ、左側枠部１３６ｂ、下側枠部１３６ｃおよび右側枠
部１３６ｄにより構成され、右側枠部１３６ｄには右側外方に突出する枠支持部１３８が
形成されている。右側枠部１３６ｄおよび枠支持部１３８のそれぞれの外側面上部には、
同一軸線Ｌ１上に配置された軸受１４０、１４１がそれぞれ形成されている（図５参照）
。軸受１４０、１４１には本体１０１の支軸１２６、１２７がそれぞれ挿入され、扉体１
０２が本体１０１に回動自在に支持される。すなわち、図１０および図１１に示すように
、第１ガイド壁１１２に対し平行なガイド位置ＧＰと、下端部が第１ガイド壁１１２から
離れる所定角度回動したリジェクト位置ＲＰとの間を、扉体１０２が回動可能に取り付け
られる。
【００３７】
　本体１０１の右上端部には背面に突出する円筒１５２が形成され、その円筒１５２内に
掛止ピン１５３で固定されたスプリング１５４により付勢されるプッシャ１５６が配置さ
れる。プッシャ１５６は円筒１５２から扉体１０２側に突出して枠支持部１３８の右上端
部に形成された被動斜面１４２を押圧し、それにより軸受１４１の軸回りのモーメントが
生じ、扉体１０２が第１ガイド壁１１２に向かう所定力の付勢力を受ける。換言すれば、
扉体１０２には、第１ガイド壁１１２に近づくように弾性的な回動力が常時作用する。
【００３８】
　扉体１０２には、左側枠部１３６ｂから本体１０１側に突出し、第１ガイド壁１１２に
形成された貫通孔１２８を通って本体１０１の背面に突出する被動片１４４が設けられて
いる（図５参照）。後述するように、被動片１４４をリジェクト手段１０８により押すこ
とにより、扉体１０２が支軸１２６、１２７を支点に第１ガイド壁１１２から離れる方向
に回動され、リジェクト位置ＲＰへ移動可能である。
【００３９】
　（ガイドレール）
　図５および図７に示すように、第２ガイド壁１３２の背面（すなわち、第１ガイド壁１
１２との対向面）には、第１ガイド壁１１２側に突出する突部１６２が形成されると共に
、ガイドプレート１６４がネジ１６６により固定されている。突部１６２は斜め右下がり
（図７では斜め左下がり）に上端面１７２を有し、ガイドプレート１６６は斜め右下がり
（図７では斜め左下がり）の弧状の上端面１７４を有している。第１ガイド壁１１２には
、凹溝１１８内に突出し、かつ、右下がりに傾斜する上面１７６を有する板状突出部１６
８が形成されている。突部１６２の上端面１７２、ガイドプレート１６４の上端面１７４
および板状突出部１６８の上面１７６は、コインＣの厚みよりも僅かに大きい幅（換言す
れば、コインＣの厚みに対応した幅）を有し、連続して配置されている。これら上端面１
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７２、１７４および上面１７６は、コインＣの外周面を下方から案内するコイン案内面１
８０として機能する。換言すれば、第２ガイド壁１３２の突部１６２、ガイドプレート１
６４および第１ガイド壁１１２の板状突出部１６８が第１ガイドレール１０４を構成して
いる。
【００４０】
　ガイドプレート１６４は耐摩耗性を有する材料、例えば、金属材料により形成されるの
が好ましい。価格を抑制しながら高い耐摩耗性を実現できるからである。
【００４１】
　なお、第２ガイド壁１３２に突部１６２を形成せずに、ガイドプレート１６４と一体で
突部１６２を形成することも可能であるし、第１ガイドレール１０４の全体をガイドプレ
ート１６４で形成することもできる。
【００４２】
　（コイン通路）
　図６に示すように、本体１０１の凹溝１１８内には、第１ガイドレール１０４のコイン
案内面１８０にほぼ平行なコイン案内面２０４を有する第２ガイドレール２０２が配置さ
れている。
【００４３】
　コイン通路１０３は、第１ガイド壁１１２の表面のコイン案内面１１３、第２ガイド壁
１３２のコイン案内面１３３、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８０および第２
ガイドレール２０２のコイン案内面２０４で画定される。コイン通路１０３は、略矩形の
断面形状を有すると共に、図６に示すように、右方向に湾曲した平面形状を有している。
【００４４】
　第１ガイド壁１１２のコイン案内面１１３には、第１ガイドレール１０４のコイン案内
面１８０に沿って複数の突条１２９が形成されている。これらの突条１２９は、コイン入
口１１０から垂直に下降してから湾曲した後、右下方に向けて延在してコイン出口１１１
に達している。突条１２９は、コイン通路１０３を転動するコインＣの移動抵抗を低減す
る機能を有している。
【００４５】
　（コイン選別手段）
　コイン選別手段１０５は、コイン上端部側面ガイド２０６と逸らせ手段２１０とにより
構成され、コイン通路１０３を転動するコインＣを直径により選別し、小径の偽コインを
コイン通路１０３から排除する機能を有する。逸らせ手段２１０は、逸らせ体２１２と付
勢手段２１４とを含んでいる。
【００４６】
　コインＣの上端部側面を案内するコイン上端部側面ガイド２０６は、第２ガイドレール
２０２のコイン案内面２０４から垂直下方に延び、第１ガイドレール１０４のコイン案内
面１８０との間に所定の間隔を有している。この間隔は、選別対象のコイン（すなわち、
真正コイン）の直径に対応した寸法に設定される、例えば、真正コインの直径よりも僅か
に大きい値に設定される。
【００４７】
　逸らせ体２１２は、本体１０１の背面の上端部に配置された支軸２１６に回転自在に支
持され、第１ガイド壁１１２に形成された弧状開口１３０を通ってコイン通路１０３に進
退可能に取り付けられている。逸らせ体２１２は、板状であり、コイン通路１０３の曲率
に合わせて湾曲している。
【００４８】
　逸らせ体２１２の第１ガイド壁１１２の背面側には、付勢手段２１４としての錘体２１
８が取り付けられている。そのため、逸らせ体２１２には、支軸２１６を支点として、図
５の紙面手前側に向かう方向に所定のモーメントが作用する。これにより、通常、逸らせ
体２１２は所定のモーメントでコイン通路１０３に突出する。
【００４９】
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　逸らせ体２１２は、コイン通路１０３を転動するコインＣの上端側面を第２ガイド壁１
３２側に押すことができるように、コイン通路１０３内において第２ガイドレール２０２
に近接して配置されている。また、逸らせ体２１２の先端はコイン通路１０３に対し傾斜
しているので、逸らせ体２１２がコイン通路１０３内に位置する場合、コイン入口１１０
から投入されたコインＣは横方向に案内され、コイン通路１０６から押し出される力を受
ける。
【００５０】
　コイン通路１０３に導入されたコインＣが真正コインである場合、第１ガイドレール１
０４に沿って転動するコインＣは、その上端部側面をコイン上端部側面ガイド２０６によ
って案内されるので、逸らせ体２１２に押されてもそのままコイン通路１０３を移動する
。他方、コインＣが小径の偽コインである場合、その上端部側面はコイン上端部側面ガイ
ド２０６に案内されないので、逸らせ体２１２に押されると第２ガイド壁１３２側に倒さ
れてコイン落下開口１３５から落下する。
【００５１】
　付勢手段２１４は、逸らせ体２１２に付勢力を与えればよいので、錘体２１８に代えて
スプリングを用いることができる。しかし、錘体２１８を用いた場合、個々のバラツキが
小さく品質が安定するので好ましい。
【００５２】
　（ゲート手段）
　ゲート手段１０６は、コインセレクタ１００が装着される遊技機の制御部（図示せず）
により、コインＣの受入を許可または拒否するよう作動が制御される。すなわち、遊技機
がコインＣの受入を許可する場合（受入許可状態の場合）にはコインＣを通過させ、コイ
ンの受入を拒否する場合（受入拒否状態の場合）にはコインＣをコイン通路１０３から排
除するように、ゲート手段１０６が作動する。
【００５３】
　図２、図４、図８および図９に示すように、ゲート手段１０６は、本体１０１の背面、
換言すれば、第１ガイド壁１１２の背面に配置され、ゲート３０２および揺動レバ３０４
を含んでいる。
【００５４】
　ゲート３０２は、ほぼ三角柱の外形状を有し、平面視Ｌ字形の揺動レバ３０４の先端に
設けられている。そして、ゲート３０２および揺動レバ３０４の全体が平面視Ｌ字の形状
を有している。揺動レバ３０４の基端は、支軸３０６に回動自在に支持された回動部３０
８の円柱状外周面に接続されている。回動部３０８の底部の偏心位置には円柱状の係止部
３１０が形成されている。ゲート３０２、揺動レバ３０４、回動部３０８および係止部３
１０は一体で形成され、それらの全体が支軸３０６の回りを回動可能である。なお、必要
に応じて、ゲート３０２、揺動レバ３０４、回動部３０８および係止部３１０の一部また
は全部を個別に作製して組み立てることも可能である。しかし、寸法精度およびコストの
観点から一体で形成されることが好ましい。
【００５５】
　図４および図９に示すように、揺動レバ３０４を支持する支軸３０６は、コイン通路１
０３の第１ガイド壁１１２側において、第１ガイド壁１１２にほぼ平行に配置され、かつ
、コイン通路１０３を転動するコインＣの進行方向ＤＲに対してほぼ垂直に配置される。
換言すれば、コイン通路１０３に対し所定の距離ずれて支軸３０６が配置される。支軸３
０６は、コイン通路１０３の延在線に対して正面視垂直方向に配置される。また、支軸３
０６は、ゲート３０２よりもコイン通路１０３の下流側に配置される。換言すれば、支軸
３０６は、ゲート３０２よりもコイン通路１０３のコイン出口１１１側に配置される。
【００５６】
　図６および図９に示すように、ゲート３０２は、第１ガイドレール１０４を構成する板
状突出部１６８上において、第１ガイド壁１１２に形成された貫通孔１３１を通って出没
自在である。換言すれば、ゲート３０２は、コイン通路１０３に突出する位置Ｐ２と、コ
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イン通路１０３から退出した位置Ｐ１に変位可能である。ゲート３０２は、板状突出部１
６８（すなわち、第１ガイドレール１０４）に隣接して配置される。換言すれば、ゲート
３０２は、コイン通路１０３に突出した状態で、コイン通路１０３を転動するコインＣの
下端部周縁に接触可能な位置に配置される。
【００５７】
　ゲート３０２が突出位置Ｐ２に位置する場合、コイン通路１０３を転動するコインＣは
ゲート３０２に接触して進行を阻まれてコイン通路１０３から排除される。ゲート３０２
が退避位置Ｐ１に位置する場合、コイン通路１０３を転動するコインＣはそのままゲート
手段１０６を通過してコイン出口１１１を介して遊技機内に受け入れられる。換言すれば
、ゲート３０２は、コイン排除位置として機能する突出位置Ｐ２と、コイン受入位置とし
て機能する退出位置Ｐ１との間を変位可能である。
【００５８】
　図８および図９に示すように、ゲート３０２は、コイン通路１０３に突出した場合にコ
イン通路１０３を横断し、かつ、コインＣの進行方向（換言すれば、コイン通路１０３の
延在方向）ＤＲと対向する斜面３０３を有している。すなわち、コイン通路１０３の延在
方向ＤＲに垂直な垂直面を鉛直軸線の回りに所定角度回転した面からなる斜面３０３を有
し、鉛直軸の上方から見て垂直面から斜面３０３に向かう角度が鋭角をなす。そのため、
ゲート３０２に接触したコインＣは、その斜面３０３に沿った方向に逸らされてコイン通
路１０３から速やかに排除される。斜面３０３とコインＣの進行方向に対する傾斜角度は
、コインＣを排除する能力がより高まるように適宜設定される。斜面３０３としては平面
または湾曲面が適宜選択される。湾曲面は、例えば、突出位置Ｐ２においてコイン通路１
０３側に突出する凸型湾曲面である。
【００５９】
　ゲート３０２は、軽量化および高い耐久性を実現するため、耐摩耗性を有するフッ素樹
脂により形成され、好ましくは、ポリテトラフルオロエチレンにより形成される。低コス
トで軽量化と高い耐久性とを同時に実現できるからである。
【００６０】
　図４および図８に示すように、係止部３１０は、第１ガイド壁１１２の背面においてそ
の背面に平行に摺動可能に配置されたスライド部材３１２の係止溝３１４に係止されてい
る。スライド部材３１２は支軸３０６に垂直な方向に延びるほぼ直方体の外形状を有し、
係止溝３１４はスライド部材３１２の一端に設けられた２つの突起部３１３ａ、３１３ｂ
の間に形成されている。スライド部材３１２の他端には、支軸３０６に平行な方向に延び
る被動片３１８が設けられている。
【００６１】
　第１ガイド壁１１２の背面に配置された駆動手段３２０は、アーマチャ３２４を有する
ソレノイド３２２である。ソレノイド３２２は、ネジ３３４によって枠体３３２に固定さ
れている。アーマチャ３２４の先端はスライド部材３１２の被動片３１８に接続されてい
る。アーマチャ３２４は、被動片３１８およびソレノイド３２２の間に配置されたスプリ
ング３２６により、アーマチャ３２４が突出する方向に、換言すれば、被動片３１８がソ
レノイド３２２から遠ざかる方向に付勢されている。スプリング３２６の付勢力は、スラ
イド部材３１２、係止部３１９および回動部３０８を介して揺動レバ３０２に伝わり、揺
動レバ３０４を図９の反時計方向に回動させ、ゲート３０２をコイン通路１０３に突出さ
せる方向に作用する。
【００６２】
　（コイン検知手段）
　図６に示すように、コイン検知手段１０７は、コイン通路１０３のコイン出口１１１近
傍に配置され、ゲート３０２に排除されることなくゲート手段１０６を通過したコインＣ
を検知する。コイン検知手段１０７は、透過型光電センサ、反射型光電センサ、磁気セン
サおよび接触センサ等使用することができ、複数配置することが好ましい。検知信号の出
力順等を判別することにより、外部から挿入した不正用器具挿入による不正を判別できる
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からである。また、異なる方式のセンサを用いた場合、不正を行うには異なるセンサに対
応して誤検知を生じるよう行わねばならないため、不正を一層困難にする利点がある。
【００６３】
　ここでは、コイン検知手段１０７は、コイン通路１０３の上流側に配置された透過型光
電式の第１コインセンサ４０２と、それより下流側に配置された磁気式の第２コインセン
サ４０４とを含んでいる。第１コインセンサ４０２は、コイン通路１０３を挟んで投光部
と受光部とが配置されている。第２コインセンサ４０４は、コイン通路１０３を挟んでコ
イルが配置されている。第１および第２のコインセンサ４０２、４０４はセンサ支持体４
０６（図５参照）を介して本体１０１に取り付けられている。
【００６４】
　（リジェクト手段）
　リジェクト手段１０８は、コイン通路１０３においてジャムしたコインＣをコイン通路
１０３から排除する機能を有する。リジェクト手段１０８は、第１ガイド壁１１２に隣接
して伸び、かつ、ピボット軸である支軸２１６に軸受（図示せず）が回動自在に取り付け
られた板状の被動レバ５０４と、被動レバ５０４から下方へ伸びる押動レバ５０６とから
なり、扉体１０２をリジェクト位置ＲＰへ移動させる機能を有する。
【００６５】
　被動レバ５０４は、押動レバ５０６の下端部を扉体１０２の被動片１４４の先端に相対
させながら、通常は自己モーメントにより図１０（Ａ）において時計方向へ回動される。
その状態で、図１０（Ｂ）に示すように、係止部５０５の端面が本体１０１の背面に係止
され、図１０に示すように、扉体１０２がほぼ垂立状態のガイド位置ＧＰに保持される。
【００６６】
　コインＣがコイン通路１０３においてジャムして転動しなくなった場合、遊技機の返却
レバ(図示せず)が操作される。その場合、被動レバ５０４の端部が押し下げられ、図１０
（Ａ）において反時計方向へ回動され、図１１（Ｂ）の状態まで回動される。これにより
、押動レバ５０６が被動片１４４を押動するので、図１１に示すように、扉体１０２が回
動されてリジェクト位置ＲＰに位置する。この状態では、ガイドプレート１６４が第１ガ
イド壁１１２からコインＣの厚み以上離れ、コイン通路１０３において転動出来なくなっ
たコインＣは第１ガイドレール１０４から落下する。そして、落下したコインＣは、凹溝
１１８内のリジェクト通路５０８を垂直方向へ落下してリジェクトされる。
【００６７】
　（選別直径変更手段）
　図１２～図１７に示すように、選別直径変更手段１０９は、コイン上端部側面ガイド２
０６を構成する第１ガイド部材６０６および第２ガイド部材６２６と、第２ガイド部材６
２６の保持手段として機能する保持体６４０とを含んでいる。選別直径変更手段１０９は
、コイン選別手段１０５における選別直径を小径コイン用または大径コイン用（例えば、
φ２５ｍｍまたはφ３０．８ｍｍ）に設定変更する機能を有する。
【００６８】
　第１ガイド部材６０６は、平板状であり、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８
０に沿って形成された下端面６０８を有し、その下端面６０８が第１ガイドレール１０４
のコイン案内面１８０から所定の第１の間隔ｄ１を有するように配置される（図１７）。
第１ガイド部材６０６が大径コインの上端部側面を案内することができるように、第１の
間隔は大径コインの選別直径よりも僅かに小さい寸法に設定されている。第１ガイド部材
６０６は、第１ガイド壁１１２から第２ガイド壁１３２側に突出し、かつ、第１ガイドレ
ール１０４に対向して設けられた支持部６０２に固定されている。
【００６９】
　支持部６０２の下面は、大径コインに対応するコイン案内面６０４であり、第１ガイド
レール１０４のコイン案内面１８０に沿って形成されている。コイン案内面６０４は第１
ガイドレール１０４のコイン案内面１８０から所定の間隔を有して配置され、選別直径が
大径コイン用に設定された場合に支持部６０２が第２ガイドレール２０２として機能する
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。なお、支持部６０２は第１ガイド壁１１２と一体で形成されているが、別体で形成され
た支持部６０２を第１ガイド壁１１２に取り付けた構成とすることも可能である。
【００７０】
　第２ガイド部材６２６は、平板状であり、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８
０に沿って形成された下端面６２８を有し、への字形の断面形状を有する保持体６４０に
ネジ（図示せず）により固定されている。図１２～図１４は、選別直径が小径コインに設
定された場合であり、この状態において、第２ガイド部材６２６の下端面６２８は、第１
ガイドレール１０４のコイン案内面１８０から所定の第２の距離ｄ２を有するように配置
される（図１４）。
【００７１】
　保持体６４０は、第２ガイド部材６２６を支持する支持面６４８を有する第１部分６４
２と、第１部分６４２の支持面６４８にほぼ平行な方向に延びると共に一端が第１部分６
４２に接続された第２部分６４４と、第１部分６４２の支持面６４８に対して所定の角度
をなす方向に延びると共に一端が第２部分６４４に接続された第３部分６４６と、を有し
ている。第１、第２および第３の部分６４２、６４４、６４６は、一体に形成されている
。なお、第１、第２および第３の部分６４２、６４４、６４６を別体として形成すること
もできるが、寸法精度およびコストの観点から一体で形成することが好ましい。
【００７２】
　第１部分６４２の先端には、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８０に対向する
支持部６２２が形成されている。支持部６２２の下面は、小径コインに対応するコイン案
内面６２４であり、第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８０に沿って形成されてい
る。コイン案内面６２４は第１ガイドレール１０４のコイン案内面１８０から所定の間隔
を有して配置され、選別直径が小径コイン用に設定された場合に支持部６２２が第２ガイ
ドレール２０２として機能する。
【００７３】
　第３部分６４６は、第２部分６４４（換言すれば、支持面６４８）に対して所定角度θ
で傾斜している（図１４参照）。第２部分６４４および第３部分６４６には、ネジ挿入孔
６５２、６５４がそれぞれ形成されている（図４参照）。
【００７４】
　第１ガイド壁１１２の背面には、ネジ挿入孔６５２、６５４のそれぞれに対応する位置
にネジ穴（図示せず）を有する台座６８２が設けられている。保持体６４０は、ネジ挿入
孔６５２、６５４のいずれか一方を使用して、対応する台座６８２のネジ穴にネジ６６０
を挿入して固定される（図４、図１４および図１７参照）。
【００７５】
　第１ガイド壁１１２には背面から正面に達する開口６６２が形成され、保持体６４０に
支持された第２ガイド部材６２６が開口６６２を通ってコイン通路１０３内に出没可能で
ある。換言すれば、第２ガイド部材６２６は、開口６６２を通ってコイン通路１０３の内
外に移動可能である。
【００７６】
　ネジ挿入孔６５２にネジ６６０が挿入され、保持体６４０が第２部分６４４を介して台
座６２８に固定された場合、図１２～図１４に示すように、第２ガイド部材６２６が第１
ガイドレール１０４と第１ガイド部材６０６の間に配置される。換言すれば、第２ガイド
部材６２６は第１ガイドレール１０２から第１の間隔ｄ１を有する第１の位置ＰＳ１に配
置される。さらに換言すれば、第２ガイド部材６２６はコイン通路１０３に配置される。
そのため、第２ガイド部材６２６がコインＣの上端部側面を案内するガイドとして機能し
、選別直径が小径コイン用に設定される。
【００７７】
　ネジ挿入孔６５４にネジ６６０が挿入され、保持体６４０が第３部分６４６を介して台
座６２８に固定された場合、図１５～図１７に示すように、第２ガイド部材６２６が第１
ガイドレール１０４と第１ガイド部材６０６の間から排除される。換言すれば、第２ガイ
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ド部材６２６はコイン通路１０３外の第２の位置ＰＳ２に配置される。そして、第１ガイ
ド部材６０６および支持部６０２がコイン通路１０３に配置される。そのため、第１ガイ
ド部材６０６がコインＣの上端部側面を案内するガイドとして機能し、選別直径が大径コ
イン用に設定される。
【００７８】
　第２ガイド部材６２６の上端面６２９には平面視三角形状の位置合わせ凸部６７２が形
成され、第１ガイド部材６０６の下端面６０８には平面視三角形形状の位置合わせ凹部６
７４が形成されている。位置合わせ凸部６７２および位置合わせ凹部６７４は、互いに噛
み合い可能となる位置に配置され、かつ、形状を有している。第２ガイド部材６２６が第
１の位置ＰＳ１に配置された場合に、位置合わせ凸部６７２および位置合わせ凹部６７４
が噛み合うことにより、第２ガイド部材６２６が自動的に位置決めされる。
【００７９】
　（コインセレクタの動作）
　遊技機が受入拒否状態の時、ソレノイド３２２が消磁され、アーマチャ３２４はスプリ
ング３２６の付勢力により突出されている。これにより、揺動レバ３０４が図９の反時計
方向に回動され、ゲート３０２は突出位置Ｐ２の位置に保持される。
【００８０】
　コイン入口１１０にコインＣが投入され、かつ、そのコインＣが真正コインである場合
、コインＣは第１ガイド壁１１２、第２ガイド壁１３２、第１ガイドレール１０４および
第２ガイドレール２０２のそれぞれのコイン案内面１１３、１３３、１８０、２０４に案
内されながらコイン通路１０３を転動する。この時、コインＣの上端部側面はコイン上端
部側面ガイド２０６によって案内され、コインＣの下端部側面は第２ガイド壁１３２のコ
イン案内面１３３に案内される。そのため、コイン選別手段１０５の逸らせ体２１２から
横方向に押す力が作用しても、そのままコイン通路１０３を転動してゲート手段１０６に
達する。
【００８１】
　こうしてゲート手段１０６に達したコインＣは突出位置Ｐ２に位置するゲート３０２に
接触し、コインＣの下端部周縁がゲート３０２の斜面３０３に沿って逸らされる。この際
、コインＣに上向きの力が作用してゲート３０２を乗り越えようとしても、第２ガイドレ
ール２０２のコイン案内面２０４がコインＣの上方への移動量を規制する。その結果、コ
インＣは下端部周縁側から徐々に外側に向かう力が作用してコイン通路１０３の外部に排
除され、リジェクト通路５０８に落下する。
【００８２】
　コイン入口１１０に投入されたコインＣが小径の偽コインである場合、第１ガイドレー
ル１０４上を転動したコインＣは、コイン選別手段１０５においてコイン上端部側面ガイ
ド２０６に案内されず、逸らせ体２１２の横方向から押す力によりコイン落下開口１３５
からコイン通路１０３外に押し出され、リジェクト通路５０８に落下する。
【００８３】
　コイン入口１１０に投入されたコインＣが大径の偽コインである場合、第１ガイドレー
ル１０４および第２ガイドレール２０２の間に挟まり、コイン通路１０３を転動できない
。この場合、リジェクト手段１０８が適用され、コインＣが排除される。すなわち、遊技
機の返却レバの操作により被動レバ５０４が図１０（Ａ）の反時計方向に回動され、図１
１（Ａ）の位置へ回動される。これにより、押動レバ５０６の下端は被動片１４４を押動
し、扉体１０２を軸線Ｌ１回りに回動させてリジェクト位置ＲＰへ回動させる（図１１（
Ａ）および（Ｂ）参照）。その結果、扉体１０２のガイドプレート１６４と本体１０１の
コイン案内面１１３との間にはコインＣの厚み以上の間隔が形成され、動けなくなったコ
インＣが第１ガイドレール１０４からリジェクト通路５０８に落下する。
【００８４】
　遊技機が受入許可状態の時、ソレノイド３２２が励磁され、アーマチャ３２４はスプリ
ング３２６の付勢力に抗してソレノイド３２２側に移動している。そのため、揺動レバ３
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０４が図９の時計方向に回動され、ゲート３０２は退避位置Ｐ１の位置に保持される。
【００８５】
　この状態でコイン入口からコインＣが投入され、かつ、そのコインＣが真正コインであ
る場合、受入拒否状態の時と同様に、コインＣは第１ガイドレール１０４上を転動してコ
イン選別手段１０５で排除されることなくゲート手段１０６に達する。そして、コインＣ
はゲート３０２で排除されることなくゲート手段１０６を通過し、コイン検知手段１０７
で通過を検知された後、コイン出口１１１を介して遊技機に受け入れられる。
【００８６】
　コイン検知手段１０７では、コインＣが第１コインセンサ４０２の透過光を遮断するの
で第１コインセンサ４０２が検知信号を出力し、直後に第２コインセンサ４０４が金属製
のコインＣを検知して検知信号を出力する。これら検知信号は、真正コインの数量カウン
ト等に用いられる。
【００８７】
　コイン入口１１０に投入されたコインＣが小径の偽コインである場合や大径の偽コイン
である場合は、受入拒否状態の時と同様であるため、ここではその説明を省略する。
【００８８】
　遊技機が受入許可状態から受入拒否状態に変更された時、ソレノイド３２２が励磁状態
から消磁状態に変化する。これにより、スプリング３２６の付勢力によって揺動レバ３０
４が図９の反時計方向に回動され、ゲート３０２が退避位置Ｐ１から突出位置Ｐ２に変位
する。特に、コインＣがコイン入口１１０に連続的に投入されている状態で、受入許可状
態から受入拒否状態に変更された場合、コイン通路１０３には転動中のコインＣが存在す
ることになるので、ゲート手段１０６には高い応答速度が要求される。
【００８９】
　この実施例のコインセレクタ１００では、ゲート３０２が退避位置（すなわち、コイン
受入位置）Ｐ１から突出位置（すなわち、コイン排除位置）Ｐ２へ変位する際に、ゲート
３０２がコイン通路１０３を転動中のコインＣと接触すると、ゲート３０２にはコインＣ
の進行方向に向かう力が作用する。ゲート３０２は回動可能に支持された揺動レバ３０４
の先端に設けられているので、ゲート３０２に作用する力は揺動レバ３０４を回動させる
。揺動レバの３０４を支持する支軸３０６はゲート３０２よりもコインＣの進行方向下流
側に設けられるので、この場合にはゲート３０２を突出させる方向に揺動レバ３０４が回
動する。すなわち、転動中のコインＣの周面がゲート３０２の斜面３０３に衝突した場合
、ゲート３０２は偏心位置に力を受けるので、その偏心側に回動される。図９において反
時計方向に回動され、コイン通路１０３に突出するようストッパによって停止されるまで
回動される。したがって、コインＣの転動速度に比例した力がゲート３０２を突出させる
方向に作用する。そのため、ゲート３０２が退避位置（すなわち、コイン受入位置）Ｐ１
から突出位置（すなわち、コイン排除位置）Ｐ２へ変位する時間が短縮され、コイン排除
動作の応答速度が十分に速くなり、ゲート手段１０６としての信頼性が向上する。
【００９０】
　また、揺動レバ３０４の先端にゲート３０２を設けるという簡単な構成であるため、小
型化が可能となり、ゲート３０２の耐久性を高めるために耐摩耗性を有する材料を使用し
てもコストアップを十分に抑制できる。すなわち、コストを抑制しながら、耐久性を高め
ることができる。
【００９１】
　（選別直径の変更方法）
　選別直径を小径コイン用に設定する場合、図４、図１２～図１４に示すように、第２ガ
イド部材６２６は、ネジ挿入孔６５２に挿入されたネジ６６０により、保持体６４０の第
２部分６４４および台座６８２を介して第１ガイド壁１１２の背面に固定される。そのた
め、保持体６４０が開口６６２を通って第１ガイド壁１１２の背面から正面に延在し、第
２ガイド部材６２６および保持体６４０の支持部６０２がコイン通路１０３内に配置され
る。すなわち、第２ガイド部材６２６が第１の位置ＰＳ１に配置され、選別直径が小径コ
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イン用に設定される。
【００９２】
　第２ガイド部材６２６を第１の位置ＰＳ１に配置する際、第２ガイド部材６２６の位置
合わせ凸部６７２を第１ガイド部材６０６の位置合わせ凹部６７４に噛み合せながら、保
持体６４０が第１ガイド壁１１２の背面に固定される。したがって、第２ガイド部材６２
６は、第１ガイド部材６０６に対して自動的に位置決めされる。換言すれば、第２ガイド
部材６２６は、第１ガイド部材６０６を介して、第１ガイド壁１１２に対して自動的に位
置決めされる。そのため、第２ガイド部材６２６の位置合わせを容易かつ高精度に行うこ
とができる。
【００９３】
　選別直径を大径コイン用に設定する場合、図１５～図１７に示すように、第２ガイド部
材６２６は、ネジ挿入孔６５４に挿入されたネジ６６０により、保持体６４０の第３部分
６４６および台座６８２を介して第１ガイド壁１１２の背面に固定される。そのため、保
持体６４０が開口６６２を通って第１ガイド壁１１２の正面から背面に移動し、第２ガイ
ド部材６２６および保持体６４０の支持部６０２がコイン通路１０３から退出され、コイ
ン通路１０３外に配置される。すなわち、第２ガイド部材６２６が第２の位置ＰＳ２に配
置され、選別直径が大径コイン用に設定される。
【００９４】
　第１ガイド壁１１２に固定される部分を第２部分６４４から第３部分６４６に変更する
際、図１４および図１７に示すように、保持体６４０による下方へのスライド移動と背面
側への回転移動がなされ、第２ガイド部材６２６が開口６６２を通って第１ガイド壁１１
２の背面側に収納される。そのため、簡単な操作で選別直径の変更が可能であり、部品の
交換も必要としない。しかも、スライド移動および回転移動が組み合されたことにより、
第２ガイド部材６２６の移動に必要な空間が小さく、スペースの利用効率が高く小型化が
可能である。
【産業上の利用可能性】
【００９５】
　本発明は、パチスロ等のスロットマシンを一例とするコインを使用する遊技機、両替機
、自動販売機、券売機などのコイン処理装置との組み合わせで好適に利用できる。
【符号の説明】
【００９６】
Ｃ　コイン
ＧＰ　ガイド位置
ＲＰ　リジェクト位置
Ｌ１　軸線
Ｐ１　退避位置（コイン受入位置）
Ｐ２　突出位置（コイン排除位置）
ＰＳ１　第１の位置
ＰＳ２　第２の位置
１００　コインセレクタ
１０１　本体
１０２　扉体
１０３　コイン通路
１０４　第１ガイドレール
１０５　コイン選別手段
１０６　ゲート手段
１０７　コイン検知手段
１０８　リジェクト手段
１０９　選別直径変更手段
１１０　コイン入口
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１１１　コイン出口
１１２　第１ガイド壁
１１３　第１ガイド壁のコイン案内面
１１４　左側壁
１１６　右側壁
１１８　凹溝
１２２　取り付け用突起
１２４　突出部
１２６、１２７　扉体支持用支軸
１２８　貫通孔
１２９　突条
１３０　弧状開口
１３１　貫通孔
１３２　第２ガイド壁
１３３　第２ガイド壁のコイン案内面
１３４　扉体枠
１３５　コイン落下開口
１３６ａ　上側枠部
１３６ｂ　左側枠部
１３６ｃ　下側枠部
１３６ｄ　右側枠部
１３８　枠支持部
１４０、１４１　軸受
１４２　被動斜面
１４４　被動片
１５２　円筒
１５３　掛止ピン
１５４　スプリング
１５６　プッシャ
１６２　第２ガイド壁の突部
１６４　ガイドプレート
１６６　ネジ
１６８　第１ガイド壁の板状突出部
１７２、１７４　上端面
１７６　上面
１８０　第１ガイドレールのコイン案内面
２０２　第２ガイドレール
２０４　第２ガイドレールのコイン案内面
２０６　コイン上端部側面ガイド
２１０　逸らせ手段
２１２　逸らせ体
２１４　付勢手段
２１６　支軸
２１８　錘体
３０２　ゲート
３０３　ゲートの斜面
３０４　揺動レバ
３０６　支軸
３０８　回動部
３１０　係止部
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３１２　スライド部材
３１３ａ、３１３ｂ　突起部
３１４　係止溝
３１６、３１７　突起
３１８　被動片
３２０　駆動手段
３２２　ソレノイド
３２４　アーマチャ
３２６　スプリング
３３２　枠体
３３４　ネジ
４０２　第１コインセンサ
４０４　第２コインセンサ
４０６　センサ支持体
５０４　被動レバ
５０６　押動レバ
５０８　リジェクト通路
６０２　支持部
６０４　支持部のコイン案内面
６０６　第１ガイド部材
６０８　第１ガイド部材の下端面
６２２　支持部
６２４　支持部のコイン案内面
６２６　第２ガイド部材
６２８　第２ガイド部材の下端面
６２９　第２ガイド部材の上端面
６４０　保持体
６４２　保持体の第１部分
６４４　保持体の第２部分
６４６　保持体の第３部分
６４８　支持面
６５２、６５４　ネジ挿入孔
６６０　ネジ
６６２　開口
６７２　位置合わせ凸部
６７４　位置合わせ凹部
６８２　台座
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